
1鶏肉を魚焼きやオーブンで焼きます。特に重要なのが皮。こ
んがりと焼いて余分な脂を落とすとともに、香ばしくします。
また焼いた方がみじん切りも簡単です。

2焼いた鶏肉、ニンジン、皮をむいたウドをみじん切りにしま
す。水を入れた鍋を火にかけ、鶏肉とニンジンを入れ、お酒を
加えます。ウドは水にさらしてあく抜きをします。

33分ぐらい煮たらウドを加え、さらに3分ほど煮てご飯を加え
ます。この時の水加減は、ご飯がたっぷり水に浸るぐらいに。

時間が経つとご飯は水分を含みふくれてきます。

4塩で最初に味をととのえ、しょうゆは風味を加える程度に味
付けします。しょうゆをベースにすると、ウドの風味が消えて
しまいますのでサッパリめの味付けに。

5味付けが終わったら、卵を溶いて回すように入れて下さい。
後はネギを散らし火を止め、軽く蒸らして食卓へ。春キャベツ
の浅漬けでもあれば、春にしか味わえない朝のごちそうができ
あがります。

ポイントは鳥の胸肉に焼き目を入れること。
そして材料を米粒の大きさに合わせるように、すべてみじん切りにすることです。

材料（2人前）
・ウド …………………1/2本
・ご飯 …………………1合
・鶏の胸肉 ……………1/2切れ
・ニンジン ……………1/2本
・葉ネギ ………………4本
・卵 ……………………1個
・酒 ……………………大さじ3
・塩、しょうゆ、酒……適宜

【皆さんからのご意見・情報をお待ちしています】情報は原則としてファックスか郵送でお願いします。
〒028-3390 岩手県紫波郡紫波町日詰字西裏23-1 ファックス／672-2311 紫波町役場「紫波ネット」情報係まで
【紫波町ホームページアドレス】http://www.town.shiwa.iwate.jp

産
直
発
・
旬
を
味
わ
う

春
の
息
吹
を
香
り
で
感
じ
る
ウ
ド
雑
炊

ウ
ド
が
産
直
セ
ン
タ
ー
あ
か
さ
わ
に
並
び
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
六
月
と
も
な
れ
ば
山

ウ
ド
も
出
始
め
ま
す
。
今
号
か
ら
始
ま
っ
た
「
産
直
発
・
旬
を
味
わ
う
」
は
、
産
直
で
見

つ
け
た
素
材
を
使
っ
た
ひ
と
味
違
う
料
理
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
春
の
朝
に
ふ
さ
わ
し
い
ウ

ド
の
雑
炊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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町
議
会
か
ら
平
成
十
年
度
予
算
に
対
す
る
意

見
書
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
平
成
十
一
年
度
の
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。
予
算
額
は
百
十
八
億
三
千
三
百
七
十

九
万
六
千
円
。
前
年
度
よ
り
一
・
八

の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

硬
直
化
す
る
財
政
状
況
に
歯
止
め
を
か
け
、

よ
り
柔
軟
な
町
政
を
目
指
す
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
思
い
切
っ
た
補
助
金
や
負
担
金
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。
廃
止
し
た
も
の
は
二
十
八
件

で
、
千
五
百
七
十
三
万
七
千
円
。
減
額
し
た
も

の
は
四
十
九
件
で
六
百
万
五
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
職
員
体
制
に
つ
い
て
も
、
従
前
の
意
識

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
感
覚
の
下

で
行
政
に
当
た
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

本
格
的
な
高
齢
化
・
少
子
化
社
会
の
到
来
、

情
報
化
・
国
際
化
の
一
層
の
進
展
、
生
活
の
質

や
環
境
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
な
ど
、
社
会

や
経
済
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
新
し
い
行
政
課
題
や
社
会
情
勢
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、「
紫
波
町

行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
く
「
事
務
事
業
の
見

直
し
」「
時
代
に
即
応
し
た
組
織
機
構
の
見
直

し
」
な
ど
の
視
点
に
立
ち
、
積
極
的
に
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
町
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

な
が
ら
、
情
報
化
の
さ
ら
な
る
推
進
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
活
力
あ
る
地

域
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
、
な
お
一
層
行
政

改
革
を
推
し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

三
月
九
日
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
交
流
館
と
レ

ス
ト
ラ
ン
果
里
か

り

ん
亭
の
オ
ー
プ
ン
を
皮
切
り

に
、
六
月
三
日
に
は
研
修
産
業
館
・
湯
楽
々

ゆ

ら

ら

、

九
月
に
は
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

改
革
を
推
進
し
つ
つ
重
点
的
に
施
策
展
開

町
長
所
信
表
明
演
述
要
旨

所信表明する藤原町長

予算など平成11年度の町の方向を定める町
議会３月定例会が、３月４日から23日までの
会期で開かれました。議会初日には藤原町長
が所信を表明し、町政運営の考え方や主な施
策について述べました。ここではその要旨と
平成11年度予算のあらましをお伝えします。

町
の
資
源
を
生
か
し

活
力
あ
る
町
づ
く
り

行
政
改
革
を
一
層
推
進

し
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

各種施設の連動により交流人口の増加を目指します
（写真：6月3日オープンのクアパークラ・フランス研修産業館・湯楽々

ゆ ら ら

）
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と
、
平
成
十
一
年
に
は
三
つ
の
施
設
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館

や
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
、
も
ち
米
生
産
日
本

一
の
売
り
込
み
、
七
カ
所
の
産
直
セ
ン
タ
ー
、

特
産
物
（
果
樹
、
畜
産
、
日
本
酒
）
な
ど
、
現

在
あ
る
資
源
と
ど
の
よ
う
に
連
動
し
組
み
合
わ

せ
て
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
か

と
い
う
点
が
課
題
で
す
。

フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
事
業
　
今
年
度
は
体
験
農
園

の
整
備
が
始
ま
り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
型
・
体
験

型
農
業
を
推
進
し
、
農
業
に
対
す
る
理
解
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

町
の
農
業
全
般
の
発
展
に
対
し
指
導
的
な
立

場
を
果
た
す
こ
の
施
設
は
、
地
域
の
農
産
物
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、
観
光
型
農
業
の
推

進
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
に
よ
る
町
の
イ
メ

ー
ジ
向
上
を
目
指
す
も
の
で
す
。
ま
た
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
ゾ
ー
ン
の
隣
接
地
に
県
営
施
設
を
誘

致
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
整
備
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

各
種
の
施
設
を
連
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現

在
百
万
人
ほ
ど
の
町
の
交
流
人
口
が
、
将
来
的

に
は
二
百
万
人
と
な
る
よ
う
目
指
し
て
、
元
気

で
活
力
あ
る
紫
波
町
に
し
ま
す
。

■
農
業
の
振
興

平
成
十
一
年
度
米
の
生
産
調
整
目
標
面
積
は
、

昨
年
度
同
様
の
千
三
百
五
十
三

で
、
全
水
田

面
積
に
対
し
三
三
.
の
比
率
で
す
。
政
府
に
対

し
、
こ
の
比
率
の
低
下
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
ミ

ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
に
つ
い
て
も
国
産
米
に
影

響
が
な
い
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
で
き
る
だ
け
農
家
の
不
公
平
感
を
な

く
す
よ
う
、
農
協
が
中
心
に
な
っ
て
独
自
の

転
作
互
助
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
有

利
な
転
作
の
た
め
に
は
、
い
か
に
有
利
な
作

目
を
導
入
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

花
や
ナ
ン
ブ
コ
ム
ギ
、
ソ
バ
、
野
菜
の
作
付

け
を
進
め
ま
す
。

転
作
作
物
の
増
収
を
図
る
た
め
に
は
、
転
作

水
田
の
畑
地
化
、
と
り
わ
け
排
水
対
策
が
今
後

の
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
試
験
ほ
場
を

設
置
し
、
今
後
に
向
け
て
い
き
ま
す
。

果
樹
の
振
興
　
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
構
想
に
よ
る

イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
加
え
、
品
種
更
新
や
改
植

を
進
め
ま
す
。
ま
た
昨
年
の
霜
害
を
教
訓
と
し
、

天
災
に
強
い
栽
培
管
理
、
霜
害
警
報
装
置
の
充

実
、
さ
ら
に
は
生
産
物
を
原
料
と
し
た
特
産
品

の
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

畜
産
の
振
興
　
優
秀
な
紫
波
牛
の
育
成
と
肉
質

向
上
、
豚
に
つ
い
て
は
、
特
産
化
と
加
工
品
の

販
売
に
重
点
を
置
き
、
販
路
拡
大
に
務
め
ま
す
。

ま
た
新
た
に
、
転
作
水
田
で
飼
料
用
米
の
栽

培
を
試
験
的
に
行
い
ま
す
。
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス

ト
漬
け
や
遺
伝
子
組
み
換
え
の
え
さ
で
は
な
く
、

国
内
産
の
安
全
な
え
さ
で
飼
育
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
肉
の
生
産
と
、
食
味
で

差
別
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

農
業
後
継
者
対
策
　
新
た
に
農
業
を
希
望
さ
れ

る
方
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
継
者
の
配
偶
者
対
策
で
す
が
、
都
市
と
農

村
が
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
農
業
全
般
を

魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ふ
れ
あ
い
型
・
体
験
型
農
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
農
村
公
園
整
備
や
集
落
排
水

事
業
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
農
村
社
会
の
環
境
を

変
え
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を
得
な
が
ら
配
偶

者
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
商
工
業
の
発
展

商
店
街
の
活
性
化
　
町
の
関
係
す
る
施
設
や
観

光
資
源
を
生
か
し
て
有
機
的
に
連
動
さ
せ
、
商

店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
昨
年

実
施
し
た
「
平
太
く
ん
の
な
ん
で
も
バ
ザ
ー
ル
」

は
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
手
ご
た
え
を
感
じ
て

き
た
と
地
元
商
店
会
の
皆
さ
ん
の
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
は
昨
年
の
反
省
に
立
ち
、
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
む
べ
き
点
を
強
調
し
な
が
ら
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
再
検
討
　
町
で
実
施
し
て
い
る
祭

り
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
若
い
方
々
の
意
見
と

発
想
を
取
り
入
れ
る
べ
く
事
業
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。
現
在
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

好評を博した昨年の「平太くんのなんでもバザール」は、内
容を充実させ今年も開催

転作作物の増収を図るため排水対策に取り組みます（写真は、
３月に行われた社団法人岩手県農地管理開発公社によるモミ
ガラ暗きょの実証）

豊
か
さ
の
あ
る
産
業

の
発
展
を
目
指
し
て
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検
討
し
て
い
ま
す
。

工
業
振
興
　
引
き
続
き
厳
し
い
現
況
で
す
が
、

企
業
誘
致
に
は
努
め
て
い
き
ま
す
。
地
元
高
校

卒
業
生
の
地
元
へ
の
就
職
希
望
が
多
い
の
で
、

各
企
業
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
優
秀
な

人
材
が
で
き
る
だ
け
当
町
に
残
る
こ
と
が
で
き

る
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
い
ろ

い
ろ
と
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

企
業
の
方
々
に
は
、
九
月
に
完
成
す
る
勤
労

者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ま
た
各
企
業
の
環
境
＊
Ｉ
Ｓ
Ｏ

ア
イ
エ
ス
オ
ー

取
得
に
向
け
、
下
水
道
の
早
期
供
用
開
始
へ
の

要
望
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
町

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

少
子
化
対
策

保
育
所
に
お
け
る
一
時
預
か
り

や
時
間
延
長
保
育
に
対
応
し
な
が
ら
、
障
害
児

童
預
か
り
制
度
の
充
実
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

施
設
に
つ
い
て
で
す
が
、
古
館
保
育
所
の
定

員
を
六
十
人
か
ら
百
二
十
人
に
す
べ
く
改
築
を

予
定
し
て
お
り
、
人
口
密
集
地
の
保
育
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
施
設
改
善
に
力
を
入
れ
、
若
い

お
母
さ
ん
方
が
安
心
し
て
保
育
を
任
せ
ら
れ
る

施
設
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

少
子
化
社
会
で
の
課
題
で
あ
る
子
育
て
に
つ

い
て
は
、
夫
婦
や
家
庭
だ
け
の
問
題
と
せ
ず
、

社
会
全
体
で
支
援
す
る
気
運
を
高
め
る
こ
と

と
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
安
心
し
て
働
け
る
た

め
の
休
業
制
度
や
復
職
し
や
す
い
雇
用
環
境
の

整
備
、
低
年
齢
保
育
や
時
間
延
長
保
育
な
ど
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
、
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

高
齢
者
福
祉
　
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
介
護
保
険
制
度
に
向
け
て
人
員
を
重
点

的
に
配
置
し
、
ソ
フ
ト
面
で
の
整
備
に
努
め
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
介
護
保
険
制
度
と
す
る
た
め
に
、
町
単
独
の

認
定
作
業
を
予
定
し
て
お
り
、
介
護
保
険
か
ら

漏
れ
た
方
々
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
現
在
検

討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
二
十
四
時
間
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
、
サ

テ
ラ
イ
ト
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
加
え
、
平

成
十
二
年
四
月
開
業
を
目
指
し
て
、
＊
民
間
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
が
計
画
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
特
養
ホ
ー
ム
は
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
十
四
床
、
特
養
五
十
床
で
、
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
併
設
に
よ
り
、
高
齢
者
福
祉
が
よ

り
充
実
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

福
祉
協
議
会
事
業
　
現
在
「
＊
ふ
れ
あ
い
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
を
希
望
し
て
お
り
、
こ
れ
が

採
択
さ
れ
ま
す
と
新
た
な
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

二
十
世
紀
は
環
境
を
破
壊
し
な
が
ら
経
済
発

展
を
重
視
し
た
世
紀
で
し
た
が
、
来
る
べ
き
二

十
一
世
紀
は
、
環
境
を
大
切
に
守
り
、
安
全
な

食
料
を
確
保
す
る
世
紀
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
も
残
さ
れ
て
い
る
自
然
と
緑
を
後
世
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
環
境
保
全
に
は
十
分
配
慮
し

て
い
き
ま
す
。
四
月
一
日
か
ら
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
禁
止
条
例
が
施
行
さ
れ
、
町
民
の
環
境
美
化

へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
町
で
は

現
在
、
環
境
＊
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得

に
向
け
て
検
討
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
　
ご
み
の
焼
却
に
よ

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
は
、
大
き
な
社
会
問

題
で
す
。
限
ら
れ
た
資
源
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

資
源
を
土
に
戻
し
、
安
全
な
食
料
を
確
保
す
る

シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
り
、
次
期
発
展
計
画
に

向
け
て
検
討
に
入
る
と
こ
ろ
で
す
。

下
水
道
の
整
備
　
農
業
集
落
排
水
事
業
は
現

在
、
長
岡
南
部
地
区
の
工
事
が
進
行
中
で
す
。

今
後
は
、
片
寄
南
地
区
の
事
業
推
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
順
次

供
用
開
始
区
域
の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

紫
波
高
校
の
振
興
　
県
教
育
委
員
会
に
特
色
あ

る
学
科
の
新
設
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
民
間
の

方
々
に
も
後
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
新
設
に
向

け
て
運
動
し
て
い
き
ま
す
。

施
設
整
備
　
紫
波
第
二
中
学
校
屋
内
体
育
館
の

改
築
、
赤
石
小
学
校
プ
ー
ル
用
地
の
遺
跡
調
査

な
ど
、
整
備
に
力
を
入
れ
、
二
十
一
世
紀
に
活

躍
が
期
待
で
き
る
人
材
の
育
成
に
向
け
、
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

支
え
合
う
福
祉
の
充
実
に

向
け
各
種
施
策
を
展
開
！

環
境
を
重
視
し
た
社

会
の
構
築
に
向
け
て

教
育
の
振
興
―
未
来
の
町
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

用 語 解 説
＊ＩＳＯ　工業製品の規格や品質の統一・標準化のための国際機関「国際標準化機構
（ＩＳＯ）」が定める国際規格には、品質管理・保証に関する「9000シリーズ」、環境を
守るための「14000シリーズ」などがある。「ＩＳＯ14001」には、環境管理を改善し続
けるために必要な組織体制や業務のルールが盛り込まれている。

＊民間の特養ホーム　社会福祉法人「紫波大樹会（城戸武夫理事長）」が設置運営する
もので、町内で2番目の特別養護老人ホームとなる。設置場所は志和の土館地区で、来
年4月にオープンする予定。名前は「百寿

も ず

の里」。

＊ふれあいのまちづくり事業　国の補助事業で、採択されると福祉に関する各種の事
業（心配ごと相談やいこいの家、移送サービス、福祉施設でのボランティア養成など）
を充実できるようになる。期間は5年。町社会福祉協議会では、今年2月に事業要望を
出している。

サテライトデイサービス（写真）をはじめ高齢者福
祉の充実を図ります

緑豊かな環境を次の
世代に伝えるための
施策を展開します

紫波ネット 4



歳
出
の
ト
ッ
プ
は
、
全
体
の
一
八
・
三
,
を

占
め
る
土
木
費
で
、
二
十
一
億
六
千
三
百
五
十

七
万
円
。
昨
年
を
四
六
・
二

上
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
改
良
対
象
の
道
路
や
街
路
が
、
昨

年
の
六
路
線
か
ら
十
二
路
線
に
増
え
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

次
い
で
、
民
生
費
（
老
人
福
祉
や
保
育
所
の

運
営
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
）
で
一
七
・
一
,
、

公
債
費
（
町
が
借
り
た
お
金
の
返
済
金
）
一

四
・
四
,
と
続
き
ま
す
。

大
き
な
伸
び
を
示
し
た
の
は
、
労
働
費
、
土

木
費
、
民
生
費
、
教
育
費
な
ど
。
前
年
よ
り
七

五
・
二

も
増
加
し
た
労
働
費
で
は
、
日
詰
西

地
区
に
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
建
設
し

ま
す
。
民
生
費
の
伸
び
（
一
七
・
八

増
）
は
、

古
館
保
育
所
の
増
改
築
や
介
護
保
険
制
度
の
準

備
な
ど
に
よ
る
も
の
。
ま
た
教
育
費
は
、
紫
波

二
中
の
屋
内
運
動
場
の
建
設
や
、
八
月
に
開
か

れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
補
助
な
ど
に
よ
っ
て

一
二
・
四

増
加
し
ま
し
た
。

一
方
、
前
年
よ
り
大
き
く
減
少
し
た
の
は
、

災
害
復
旧
費
（
前
年
比
八
六

の
減
）
や
商
工

費
、
農
林
水
産
業
費
な
ど
。
災
害
復
旧
費
の
減

は
、
片
寄
地
区
の
山
林
火
災
被
災
地
の
被
害
木

整
理
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
商
工
費
は
、
引
き
続
き
研
修
産
業
館
の
整

備
を
行
う
も
の
の
、
温
泉
保
養
公
園
の
整
備
が

一
段
落
し
た
こ
と
か
ら
七
〇
・
二

減
少
し
て

い
ま
す
。

前
年
度
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
設

へ
の
補
助
を
行
っ
た
農
林
水
産
業
費
は
、
二

五
・
一
　
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
フ
ル
ー
ツ
パ

ー
ク
関
連
の
事
業
は
引
き
続
き
実
施
。
今
年
は

遠
山
地
区
に
体
験
農
園
を
整
備
す
る
た
め
の
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

町
に
入
っ
て
く
る
お
金
を
歳
入
と
い
い
ま

す
。
内
訳
を
下
の
表
に
示
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の

は
、
財
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
で
、
四
十
三
億
九
千
八
百
万
円
。
こ
れ

は
全
体
の
三
七
・
二
,
を
占
め
ま
す
。
次
い
で
、

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
町
税
（
二
〇
・
八

,
）、
事
業
に
対
す
る
国
か
ら
の
補
助
・
国
庫

支
出
金
（
八
・
二
,
）
と
続
き
ま
す
。

町
税
と
地
方
交
付
税
は
、
前
年
よ
り
若
干
の

増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
国
庫
支
出
金

は
、
古
館
保
育
所
の
増
築
、
朝
日
ヶ
丘
北
住
宅

や
紫
波
二
中
屋
内
運
動
場
の
建
設
な
ど
を
国
の

補
助
事
業
で
行
う
た
め
、
七
三
・
一
　
の
伸
び

を
示
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
県
支
出
金
や
繰
入
金
（
積
み
立
て
し
た

基
金
を
取
り
崩
し
た
お
金
な
ど
）、
町
の
借
金
に

あ
た
る
町
債
は
そ
れ
ぞ
れ
前
年
よ
り
三
〇

以

上
も
減
少
し
ま
し
た
。

歳
入
は
、
そ
の
性
質
に
よ
り
自
主
財
源
と
依

存
財
源
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
自
主
財
源
と
は
、

町
税
や
、
町
の
施
設
の
使
用
料
、
手
数
料
な
ど

町
が
独
自
に
用
意
で
き
る
も
の
。
一
方
、
依
存

財
源
は
地
方
交
付
税
や
、
国
や
県
か
ら
の
補
助

金
、
そ
し
て
町
債
な
ど
で
す
。

自
主
財
源
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
自
由
な
財

政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
町
の
自
主
財
源
比
率
は
三
五
・
五
,
で
、

前
年
よ
り
一
・
二

減
少
。
こ
れ
は
、
依
存
財

源
の
増
減
が
ほ
ぼ
均
衡
し
て
い
る
の
に
対
し
、

自
主
財
源
で
繰
入
金
を
低
く
抑
え
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

依
存
財
源
が
微
増

項　目 予算額(千円) 比率(%)

土木費 2,163,568 18.3

民生費 2,021,793 17.1

公債費 1,708,554 14.4

教育費 1,467,149 12.4

農林水産業費 1,341,454 11.3

総務費 1,082,562 9.2

衛生費 786,079 6.7

消防費 462,534 3.9

商工費 344,962 2.9

労働費 287,265 2.4

議会費 159,554 1.4

予備費 5,000 0.0

災害復旧費 3,319 0.0

諸支出金 3 0.0

歳 出 の 内 訳
（目的別）

合計 11,833,796 100.0

項　目 予算額(千円) 比率(%)

町税 2,819,856 23.8

繰入金 490,117 4.1

諸収入 363,049 3.1

分担金及び負担金 251,588 2.1

使用料及び手数料 114,336 1.0

繰越金 100,000 0.8

寄附金 41,005 0.3

財産収入 25,984 0.2

地方交付税 4,398,000 37.2

国庫支出金 967,620 8.2

町債 918,800 7.8

県支出金 693,767 5.9

地方譲与税 263,000 2.2

地方消費税交付金 183,496 1.6

自動車取得税交付金 85,500 0.7

地方特例交付金 79,227 0.7

利子割交付金 16,416 0.1

ゴルフ場利用税交付金 14,239 0.1

交通安全対策特別交付金 7,200 0.1

特別地方消費税交付金 596 0.0

歳 入 の 内 訳

は自主財源

歳入合計 11,833,796 100.0

歳
入

ト
ッ
プ
は
土
木
費

歳
出

町
の
平
成
十
一
年
度
予
算
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計

の
総
額
は
百
十
八
億
三
千
三
百
八
十
万
円
で
、
昨
年
よ
り
一
・
八

、
二
億
二
千
百
十

九
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
六
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
は
九
十
億
四
千
二
百
七

万
円
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
よ
り
よ
い
町
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
の
あ
ら
ま
し
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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●
岩
手
県
学
生
会
館
（
東
京
都
）
建
設
事
業
へ

の
補
助

●
電
算
処
理
関
係
（
財
務
会
計
・
オ
ン
ラ
イ

ン
・
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
負
担
金
）

●
行
政
区
長
関
係

●
町
民
憲
章
の
推
進

●
国
際
交
流
（
ポ
ー
テ
ジ
市
代
表
来
町
）

●
役
場
庁
舎
ボ
イ
ラ
ー
・
冷
房
装
置
の
設
置

●
基
金
積
立
（
町
債
管
理
・
二
十
一
世
紀
へ
の

ま
ち
づ
く
り
な
ど
）

●
起
債
元
利
償
還
金

●
選
挙
関
係
（
知
事
・
県
議
会
議
員
、
町
議
会

議
員
、
農
業
委
員
、
土
地
改
良
区
総
代
）

●
土
地
取
得
の
長
期
債
利
子
償
還

●
広
報
関
係
（
広
報
誌
、
有
線
放
送
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
）

●
総
合
発
展
計
画
基
本
計
画
の
策
定
（
業
務
委
託
）

●
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
の
管
理
運
営

●
地
域
活
性
化
（
ふ
る
さ
と
会
）

●
き
き
ょ
う
荘
の
管
理
運
営
（
委
託
）

●
出
稼
ぎ
対
策

●
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
・
器
具

購
入

●
ク
ア
パ
ー
ク
　
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
研
修
産
業

館
・
湯
楽
々

ゆ

ら

ら

の
備
品
購
入

●
町
商
工
会
へ
の
補
助

●
小
売
業
店
舗
共
同
化
事
業
へ
の
補
助

●
企
業
立
地
奨
励
金

●
温
泉
保
養
公
園
の
管
理
運
営

●
確
定
申
告
受
付
支
援
シ
ス
テ
ム
の
更
新

●
路
線
価
区
域
宅
地
評
価
（
業
務
委
託
）

●
税
務
事
業
電
算
処
理
（
業
務
委
託
）

●
住
民
記
録
な
ど
の
電
算
処
理
（
業
務
委
託
）

●
国
民
年
金

●
福
祉
医
療
給
付

●
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

●
退
職
被
保
険
者
療
養
給
付

●
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

●
老
人
保
健
へ
の
拠
出

●
医
療
給
付
費

●
老
人
日
常
生
活
用
具

の
給
付

●
在
宅
老
人
短
期
入

所
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
（
委
託
）

●
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
（
委
託
）

●
老
人
ホ
ー
ム
措
置
委
託

●
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム

機
器
購
入

特別会計予算
平成11年度の特別会計予算を右に示して
います。
国民健康保険事業と老人保健事業は、そ
れぞれ受給対象者数の増加が見込まれるこ
とから予算額も伸びています。
また今年度から、日詰西地区に公共用地
を取得するための「日詰西地区土地取得事
業」が加わりました。

会 計 名 予算額 増減

紫波公共下水道事業 14億5,343万円 17.6%

農業集落排水事業 10億6,886万円 ー8.7%

国民健康保険事業 21億2,702万円 7.0%

老人保健事業 33億1,002万円 5.5%

日詰西地区土地取得事業 3億3,439万円 ―

水道事業
収益的支出

資本的支出

6億4,414万円 ー2.6%

5億223万円 ー19.9%

今年度各課などが担当する事業から、新たに取り組むもの、大きな予
算を必要とするもの、皆さんに知っておいてほしいものを紹介します。

建築工事が進む勤労者総合スポーツ施設

２歳６カ月児歯科健康診査

総
　
務
　
課

日
詰
西
地
区
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

企
　
画
　
課

税
　
務
　
課

老
人
保
健
特
別
会
計

町
　
民
　
課

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

長
寿
健
康
課
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●
温
泉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
委
託
）

●
予
防
接
種
（
委
託
）

●
母
子
保
健

●
各
種
健
康
診
査
（
業
務
委
託
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
・
用
地
取
得
に

関
す
る
借
入
金
償
還
金
へ
の
補
助

●
ご
み
ポ
イ
捨
て
監
視
員
の
設
置

●
け
や
き
学
園
建
設
費
償
還
金
へ
の
補
助

●
高
齢
者
や
障
害
者
の
住
宅
改
造
費
助
成

●
す
こ
や
か
号
の
運
行
（
業
務
委
託
）

●
児
童
手
当
の
給
付

●
古
館
保
育
所
の
増
改
築
（
定
員
百
二
十
人
に
）

●
彦
部
児
童
館
の
ト
イ
レ
水
洗
化
工
事

●
ポ
イ
捨
て
禁
止
啓
発
広
告
塔
設
置
（
五
基
）

●
町
火
葬
場
の
増
築
と
水
洗
化
工
事

●
し
尿
処
理
負
担
金
（
紫
波
・
稗
貫
衛
生
処
理

組
合
）

●
ご
み
処
理
負
担
金

（
盛
岡
・
紫
波
地
区
環

境
施
設
組
合
）

●
常
備
消
防
費
負
担

（
広
域
行
政
事
務
組
合
）

●
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
搭
載
車
の
購
入
（
各

一
台
）

●
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
山
王
海
地
区
）

へ
の
負
担

●
峠
の
駅
・
道
の
駅
の
管
理

●
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
の
管
理
運
営

（
委
託
）

●
転
作
作
物
（
麦
）
の
生
産
技
術
実
証
（
農
業

生
産
体
制
強
化
総
合
推
進
対
策
事
業
）

●
簡
易
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
ぶ
ど
う
雨
よ
け
施

設
、
コ
ン
バ
イ
ン
導
入
な
ど
へ
の
補
助
（
新
い

わ
て
農
業
再
編
総
合
対
策
事
業
）

●
転
作
の
受
け
手
農
家
へ
の
助
成

●
飼
料
作
物
生
産
用
機
械

へ
の
補
助

●
牛
舎
建
設
へ
の
補
助

（
低
コ
ス
ト
肉
用
牛
農
家

育
成
緊
急
対
策
事
業
）

●
た
い
肥
活
用
促
進
機
械

整
備
へ
の
補
助

●
農
村
公
園
整
備
（
用
地

取
得
、
長
岡
地
区
）

●
県
営
土
地
改
良
事
業
へ

の
負
担

●
体
験
農
園
の
整
備
（
遠
山
地
区
、
三
・
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
）

●
遠
山
連
絡
農
道
の
舗
装
（
延
長
四
百
十
メ
ー

ト
ル
）

●
ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
シ
ス
テ
ム
の
整
備
（
情

報
提
供
機
器
の
購
入
）

●
農
産
物
加
工
施
設
建
設
へ
の
補
助

●
松
原
連
絡
農
道
の
舗
装
（
延
長
四
百
九
十
二

メ
ー
ト
ル
）

●
か
ん
が
い
排
水
路
の
整
備
（
遠
山
地
区
、
延

長
三
百
二
十
メ
ー
ト
ル
）

●
林
道
芳
沢
線
開
設
（
延
長
百
八
十
メ
ー
ト
ル
）

●
林
道
大
久
保
線
の
改
良
（
延
長
二
百
メ
ー
ト

ル
）
・
舗
装
（
四
百
メ
ー
ト
ル
）

●
ぬ
く
も
り
待
合
所
の
設
置
（
二
基
）

●
野
菜
・
果
樹
な
ど
の
苗
木
購
入
、
機
械
導
入

な
ど
へ
の
補
助
（
農
産
振
興
対
策
事
業
）

●
山
林
火
災
被
災
地
へ
の
造
林
事
業
補
助
金

●
町
有
林
の
管
理

●
農
業
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備

●
道
路
整
備

・
改
良
舗
装
＝
希
望
ヶ
丘
線
（
延
長
百
三
十
四

メ
ー
ト
ル
）、
西
部
開
拓
線
（
三
百
メ
ー
ト
ル
）、

砥
堀
宇
南
線
（
三
百
二
十
メ
ー
ト
ル
）

・
舗
装
＝
長
岡
徳
田
線
（
延
長
五
百
八
十
メ
ー

ト
ル
）、
東
裏
三
号
線
（
百
七
十
七
メ
ー
ト
ル
）、

中
野
幹
線
（
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
）

・
改
良
＝
新
坊
古
屋
敷
線
（
延
長
二
百
三
十
三

メ
ー
ト
ル
）、
上
野
沢
丸
森
線
（
百
メ
ー
ト
ル
）

●
県
営
橋
梁
整
備
事
業
へ
の
負
担

●
平
沢
川
の
改
修
（
延
長
八
十
メ
ー
ト
ル
）

●
国
土
調
査

●
道
路
台
帳
修
正
（
業
務
委
託
）

●
街
路
灯
の
維
持
管
理

●
北
上
川
の
堤
防
除
草
（
業
務
委
託
）

●
研
修
産
業
館
の
建
設
（
継
続
事
業
）

●
街
路
整
備

・
改
良
舗
装
＝
希
望
ヶ
丘
線
（
延
長
三
百
メ
ー

ト
ル
）

・
改
良
＝
東
裏
中
新
田
線
（
六
十
四
メ
ー
ト
ル
）

●
日
詰
西
地
区
の
地
下
自
由
通
路
の
設
計
と
電

線
類
地
中
化
へ
の
補
助

（
街
並
み
・
ま
ち
づ
く

り
総
合
支
援
事
業
）

●
第
二
希
望
ヶ
丘
住
宅

の
排
水
路
整
備
（
延
長

三
百
二
十
メ
ー
ト
ル
）

●
朝
日
ヶ
丘
北
住
宅
の

建
設
（
三
十
戸
）

●
公
営
住
宅
の
管
理

●
公
園
施
設
の
管
理

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
へ
の
補
助
（
四
十
五
基
）

●
施
設
管
理
・
電
算
処
理
（
委
託
）

●
設
計
業
務
・
ポ
ン
プ
場
設
備
工
事
（
委
託
）

●
管
路
施
設
整
備
工
事

●
長
岡
南
地
区
管
路
施
設
・
処
理
施
設
工
事

●
片
寄
地
区
設
計
（
委
託
）
・
管
路
工
事

●
岩
手
中
部
広
域
水
道
企
業
団
へ
の
補
助
・
出
資

●
配
給
水
管
な
ど
の
施
設
整
備

●
第
七
次
拡
張
事
業
（
配
水
管
整
備
）

●
老
朽
管
更
新
事
業

●
赤
沢
小
学
校
プ
ー
ル
更
衣
室
の
新
築

●
長
岡
小
学
校
の
校
庭
整
備

●
紫
波
第
二
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
建
設
（
延

べ
床
面
積
千
百
六
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
）

●
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

町
実
行
委
員
会
へ
の
補
助

●
紫
波
自
転
車
競
技
場
の
駐
車
場
整
備

●
青
少
年
・
成
人
教
育
事
業

●
赤
石
小
学
校
プ
ー
ル
用
地
の
遺
跡
（
比
爪
舘
）

発
掘
調
査

長岡地区親水公園完成予想図

清掃センターでの資源ごみ分別作業

今年舗装される希望ヶ丘線

８月にはインターハイ自転車競技が町で開催（写真：昨年の東北高校選手権大会）

生

活

環

境

課

農

林

課

農

業

委

員

会

土

木

課

都

市

計

画

課

下

水

道

課

紫
波
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

水

道

事

業

所

水

道

事

業

会

計

総

務

学

事

課

社

会

教

育

課
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三
月
三
十
一
日
付
け

（

）
内
は
在
職
年
数
、
最
終
職
名

●
佐
藤
雄
一
さ
ん
（
三
十
五
年
九
ヶ
月
、
農
林

課
主
幹
）
●
佐
々
木
英
子
さ
ん
（
三
十
六
年
、

保
健
衛
生
課
主
査
）
●
畠
山
英
樹
さ
ん
（
十
年
、

税
務
課
主
任
主
事
）、
●
菅
野
仁
さ
ん
（
四
年
、

税
務
課
主
事
）

長
寿
健
康
課
＝
工
藤
枝
里
（
山
形
県
）

古
館

保
育
所
＝
鷹
木
千
佳
子
（
紫
波
町
）

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
＝
齋
藤
正
彦
（
江
刺
市
）

総
務
課

課
長
補
佐
＝
杉
浦
正
治
（
企
画
課
長

補
佐
）

総
務
係
長
＝
箱
崎
茂
己
（
議
会
事
務

局
書
記
）

主
査
＝
藤
尾
正
一
（
都
市
計
画
課

主
査
）

阿
部
真
弓
（
会
計
課
）

畠
山
和
史

（
土
木
課
）

企
画
課
　
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
＝
小
田
島
栄

太
郎
（
同
課
企
画
係
長
）

商
工
労
政
係
長
＝

小
田
中
修
二
（
町
民
課
町
民
係
長
）

観
光
係

長
＝
工
藤
美
保
子
（
農
林
課
主
査
）

佐
藤
幸

子
（
水
道
事
業
所
）

東
山
忠
子
（
総
務
課
）

税
務
課
　
課
長
＝
高
橋
栄
悦
（
総
務
課
長
補
佐
）

葛
博
之
（
社
会
教
育
課
・
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え

び
す
記
念
館
勤
務
）

陣
ヶ
岡
正
則
（
農
業
委

員
会
事
務
局
）

高
橋
孝
弘
（
農
林
課
）

大

石
範
仁
（
町
民
課
）

町
民
課
　
課
長
＝
玉
山
貞
夫
（
税
務
課
長
）

課
長
補
佐
兼
窓
口
係
長
＝
佐
藤
幸
子
（
福
祉
国

保
課
長
補
佐
兼
児
童
福
祉
係
長
）

国
保
係

長
＝
鷹
觜
千
春
（
総
務
課
総
務
係
長
）

工
藤

美
和
子
（
福
祉
国
保
課
）

山
口
静
香
（
福
祉

国
保
課
）

阿
部
奈
々
子
（
総
務
学
事
課
）

千
葉
広
幸
（
福
祉
国
保
課
）

作
山
文
人
（
福

祉
国
保
課
）

生
活
環
境
課
　
課
長
＝
七
木
田
明
（
町
民
課
長
）

課
付
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
＝
北
條
文
雄

（
保
健
衛
生
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）

課
長
補
佐
＝
熊
谷
義
昭
（
町
民
課
長
補
佐
）

課
長
補
佐
＝
斎
藤
順
一
（
保
健
衛
生
課
長
補
佐
）

課
長
補
佐
＝
森
田
順
子
（
中
央
保
育
所
長
）

福
祉
係
長
＝
小
田
中
悦
郎
（
福
祉
国
保
課
福
祉

係
長
）

消
防
安
全
係
長
＝
佐
藤
證
（
町
民
課

消
防
交
通
係
長
）

環
境
保
全
係
長
＝
松
崎
勝

見
（
保
健
衛
生
課
衛
生
係
長
）

主
査
＝
石
川

康
（
町
民
課
主
査
）

工
藤
圭
三
（
福
祉
国
保

課
）

堀
内
由
美
子
（
町
民
課
）

谷
地
舘
勝

（
福
祉
国
保
課
）

鎌
田
一
元
（
保
健
衛
生
課
）

長
寿
健
康
課
　
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
＝

中
田
興
治
（
福
祉
国
保
課
長
）

課
長
補
佐
＝

高
橋
恒
行
（
福
祉
国
保
課
長
補
佐
）

課
長
補

佐
＝
中
村
利
隆
（
福
祉
国
保
課
付
町
社
会
福
祉

協
議
会
派
遣
）

保
健
係
長
＝
佐
々
木
チ
ワ
子

（
保
健
衛
生
課
保
健
係
長
）

長
寿
社
会
係

長
＝
佐
藤
好
雄
（
福
祉
国
保
課
高
齢
者
対
策
係

長
）

介
護
保
険
係
長
＝
伊
藤
美
佐
子
（
福
祉

国
保
課
主
任
保
健
婦
）

主
査
＝
石
川
和
広

（
都
市
計
画
課
主
任
主
事
）

課
付
矢
巾
町
研

修
派
遣
＝
細
川
郁
子
（
保
健
衛
生
課
）

橋
本

信
子
（
矢
巾
町
・
研
修
派
遣
）

野
邊
地
真
子

（
保
健
衛
生
課
）

高
橋
ま
つ
子
（
保
健
衛
生

課
）

八
重
嶋
幸
子
（
保
健
衛
生
課
）

野
村

直
子
（
保
健
衛
生
課
）

森
川
一
枝
（
保
健
衛

生
課
）

小
川
陽
子
（
保
健
衛
生
課
）

大
堰

千
晶
（
保
健
衛
生
課
）

吉
田
裕
美
（
保
健
衛

退
職
し
た
皆
さ
ん

新たな体制でがんばります
町では、新たな配置で町づくりに取り組むため、平成11年度の人事異動を行いました。
今回異動した職員は、課長級15人、課長補佐級19人をはじめとする117人。課の再編な
ど役場組織機構の改革に伴い、大幅な異動となりました。特に平成12年4月にスタートする
介護保険への対応などのため福祉関連部門を強化しています。
なお4人の皆さんが3月31日をもって職場を後にされ、新採用職員3人が新たな戦力とし
て加わりました。
退職した皆さん、新採用と異動した職員を紹介します。

新
採
用
職
員
　
（

）
内
は
出
身
地

異
動
し
た
職
員
　
（

）
内
は
前
職
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生
課
）

星
川
利
佳
（
保
健
衛
生
課
）

熊
谷

満
枝
（
保
健
衛
生
課
）

課
付
町
社
会
福
祉
協

議
会
研
修
派
遣
＝
八
重
嶋
志
保
（
保
健
衛
生
課
）

藤
尾
美
津
江
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
研
修
派
遣
）

俵
正
行
（
社
会
教
育
課
）

内
城
拓
（
福
祉
国

保
課
）

沼
田
信
一
（
福
祉
国
保
課
）

農
林
課
　
課
長
補
佐
＝
堀
内
憲
一
（
下
水
道
課

長
補
佐
兼
集
落
排
水
係
長
）

課
長
補
佐
兼
畜

産
林
業
係
長
＝
八
重
嶋
雄
光
（
同
課
長
補
佐
）

農
政
係
長
＝
藤
原
博
視
（
企
画
課
商
工
労
政
係

長
）

藤
尾
好
子
（
町
民
課
）

山
上
里
香

（
企
画
課
）

清
水
直
樹
（
水
道
事
業
所
）

土
木
課
　
課
長
＝
鷹
觜
修
司
（
農
林
課
長
補
佐

兼
国
土
調
査
係
長
）

課
長
補
佐
兼
維
持
係

長
＝
須
川
昭
夫
（
同
課
維
持
係
長
）

橋
本
豊

（
農
林
課
）

佐
々
木
浩
道
（
下
水
道
課
）

都
市
計
画
課
　
課
長
補
佐
＝
山
下
研
悦
（
同
課

長
補
佐
兼
都
市
整
備
係
長
）

計
画
係
長
＝
花

篭
博
文
（
農
林
課
農
政
係
長
）

都
市
整
備
係

長
＝
高
野
修
（
企
画
課
観
光
係
長
）

主
査
＝

長
谷
川
秀
一
（
同
課
主
任
技
師
）

下
水
道
課
　
課
長
＝
七
木
田
和
昭
（
同
課
長
兼

浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）

課
長
補
佐
兼
集
落
排

水
係
長
＝
菊
池
清
（
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

兼
庶
務
係
長
）

佐
藤
美
智
雄
（
企
画
課
）

横
沢
晋
史
（
農
林
課
）

浄
化
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
庶
務
係
長
＝
作
山
文

昭
（
会
計
課
長
）

所
長
補
佐
兼
業
務
係
長
＝

工
藤
巧
（
同
セ
ン
タ
ー
業
務
係
長
）

高
橋
道

行
（
総
合
体
育
館
）

会
計
課
　
課
長
＝
橋
本
幸
一
（
監
査
委
員
書
記

兼
議
会
事
務
局
次
長
）

佐
藤
真
由
美
（
福
祉

国
保
課
）

水
道
事
業
所

次
長
＝
細
川
敏
幸
（
土
木
課
長

補
佐
）

佐
藤
亮
子
（
下
水
道
課
）

柳
沢
守

（
農
林
課
）

阿
部
雄
（
総
務
課
）

議
会
事
務
局

書
記
＝
中
田
秀
男
（
都
市
計
画
課
）

監
査
委
員

書
記
兼
議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事

係
長
＝
佐
藤
敬
悦
（
福
祉
国
保
課
国
保
係
長
）

農
業
委
員
会
事
務
局

局
長
＝
菊
池
一
政
（
同

局
長
兼
農
業
振
興
係
長
）

次
長
＝
阿
部
章
夫

（
同
次
長
兼
農
地
係
長
）

農
地
農
振
係
長
＝

藤
原
尚
（
農
林
課
畜
産
林
業
係
長
）

総
務
学
事
課
　
工
藤
智
之
（
税
務
課
）

坂
本

芳
枝
（
町
民
課
）

社
会
教
育
課
　
課
長
兼
総
合
体
育
館
長
兼
中
央

公
民
館
長
＝
佐
々
木
忠
（
同
課
長
兼
総
合
体
育

館
長
）

主
幹
兼
課
長
補
佐
＝
阿
部
英
夫
（
同

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
）

課

長
補
佐
＝
大
野
久
（
都
市
計
画
課
長
補
佐
）

社
会
教
育
係
長
＝
藤
尾
智
子
（
総
務
課
主
査
）

野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
勤
務
＝
石
川

一
子
（
総
務
学
事
課
）

総
合
体
育
館

工
藤
大
輔
（
水
道
事
業
所
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
＝
高
橋
光
英
（
土

木
課
長
）

大
　
美
登
里
（
古
館
保
育
所
）

小
学
校
・
中
学
校

水
分
小
学
校
＝
長
谷
川
正

一
（
紫
波
第
二
中
学
校
）

上
平
沢
小
学
校
＝

工
藤
寅
治
（
彦
部
小
学
校
）

彦
部
小
学
校
＝

佐
藤
克
生
（
上
平
沢
小
学
校
）

紫
波
第
二
中

学
校
＝
熊
谷
広
一
（
水
分
小
学
校
）

保
育
所
・
児
童
館

中
央
保
育
所

所
長
＝
熊

谷
敬
子
（
古
館
保
育
所
長
）

佐
藤
宙
子
（
志

和
保
育
所
）

金
田
一
晴
美
（
古
館
保
育
所
）

古
館
保
育
所

所
長
＝
藤
原
秀
夫
（
中
央
公
民

館
長
）

吉
田
明
美
（
中
央
保
育
所
）

佐
々

木
幸
子
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
志
和
保
育
所

佐
々
木
聡
美
（
中
央
保
育
所
）
彦
部
児
童
館

館
長
兼
赤
沢
児
童
館
長
＝
似
内
進
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
）

会計課長

橋本　幸一
土木課長

鷹觜　修司
長寿健康課長
兼保健センター所長

中田　興治

生活環境課長

七木田　明
町民課長

玉山　貞夫
税務課長

高橋　栄悦

町社会福祉協議会派遣
（生活環境課付）

北條　文雄

浄化センター所長
兼庶務係長

作山　文昭

彦部児童館長
兼赤沢児童館長

似内　進

古館保育所長

藤原　秀夫
学校給食センター所長

高橋　光英
社会教育課長兼総合体育
館長兼中央公民館長

佐々木　忠

異動した職員（課長級）
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マニアスプレッタ 10アール当たり 4,500 積込散布のみ、1.5tを基準　運搬費は実費

ブロードキャスター 〃
1回 700
2回 1,000
3回 1,300

耕　起 〃 4,500

整　地 〃 6,000 植え付け可能まで

畑　耕　起 〃 5,000 1回起こし

育　苗 1 箱 うるち　／ 700
も　ち　／ 710

苗のみの販売価格（稚苗）
ハウス渡し

田植機 10アール当たり 5,600 側条施肥
そくじょうせひ

7,000円

1 時　間 2,000 水田畦畔を基準とする

バインダー 10アール当たり 7,500 結束ヒモ付とする

ハーベスター 〃

麦

稲

7,500

コンバイン
10アール
当たり

13,500 ドリルは種

10,000 立毛間は種

17,500

20,500 （結束紐付）

乾燥・調製

（もみすりも含む）

30kg

補助乾燥（水分18％未満） 600

生籾（水分25％未満） 800 水分25％以上については当事者間で協議のこと

生　　麦 730

けいはん塗り 1m当たり 60

溝切り 転作田10アール当たり 2,500

◆人力の部

作　業　種　別 基　　準 標　準　額（円） 超　過　額（円）

水田一般 1時間 750 900
剪　定 〃 1,400
その他 〃 625 700

畑作業 〃 625 700
コンバイン 〃 1,400
トラクター 〃 1,300
薬剤散布（果樹） 〃 1,400
きんたけ作業 〃 625
施設園芸作業 〃 625

ト
ラ
ク
タ
ー

田
　
植

水
　
田

湿田倒伏の場合話し合い
により20％以内で割増す
ることができる。

果
　
樹

臨
時
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

一
　
般

◆機械の部
作　業　種　別 基　　準 標　準　額（円） 摘　　　要 留

意
事
項

■
作
業
時
間
・
休
憩
時
間

▼
四
月
か
ら
八
月
　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
（
午
前
、
午
後
三
十
分
休
憩
、
昼
休
み

二
時
間
）

▼
九
月
か
ら
三
月
　
午
前
七
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
（
午
前
、
午
後
三
十
分
休
憩
、
昼
休
み

一
時
間
）

■
こ
の
賃
金
表
の
超
過
額
は
、
実
働
八
時
間
を

超
え
て
働
い
た
と
き
の
一
時
間
あ
た
り
の
金

額
で
す
。

■
「
マ
カ
ナ
イ
」
は
「
コ
ビ
ル
」
だ
け
に
し
て

く
だ
さ
い
。

■
各
種
の
機
械
利
用
で
、
未
整
理
ほ
場
や
稲
麦

が
倒
伏
し
て
い
る
場
合
、
技
術
を
要
す
る
作

業
料
金
は
割
増
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

金
額
に
つ
い
て
は
当
事
者
間
の
話
し
合
い
で

決
め
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
の
表
以
外
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
当
事
者

間
で
定
め
て
く
だ
さ
い
。

新基準で明るい雇用関係を
3月23日の第33回農業委員会総会で平成11年度農作業標準賃金が決定しました。「頼む人」も「頼まれる
人」も標準額を守った明るい雇用関係を結び、農業経営の安定に努めましょう。

◆今年度のポイント◆　今年度は景気状況をふまえ、ほとんどが据え置きとなりましたが、大きな変更点が4つあります1

「コンバインの麦」に「ドリルは種」のほか、「立毛間は種」――いわゆるバラまきの欄を新設2第二に「乾燥・調製」の「補
助乾燥」・「生もみ」を値上げし、「生もみ」については水分25％以上の場合、当事者間で協議3「けいはん塗り」を値下げ
4「溝切り」欄の追加と、「もみ摺」欄の削除

機械草刈

紫波ネット 10



高齢者体育大学
7月19日～2月21日
毎週月曜日
９:30～11:30

高齢者
定員60名

女性
定員25名

総合体育館
陸上競技場 4,000円

グラウンドゴルフ、ニュースポーツ、レク
リエーション、健康体操、おどり、ネイチ
ャーゲームなど盛りだくさん

教　室　名 期間・時間 対象者・募集人数 会　　場 参　加　料 教　室　内　容

健康体操教室
5月10日～7月12日
毎週月曜日（10回）
９:30～11:30

一般
定員40名 総合体育館 2,000円

音楽を聴きながらの体操や、腰痛・肩こり
をやわらげる体操も。高齢者体育大学に申
し込んだ人は自由に参加可

ヨーガ
コース

5月15日～7月17日
毎週土曜日（10回）
10:30～12:00

総合体育館 2,000円 ホームヨーガの基本を指導

ソフトテニス
コース

5月10日～7月12日
毎週月曜日（10回）
10:00～12:00

女性
定員25名 テニスコート 2,000円 ソフトテニス（軟式庭球）の基本からゲー

ムまでを指導。ラケットも貸し出しあり

エアロビクス教室
5月14日～7月16日
毎週金曜日（10回）
19:00～21:00

16歳以上
定員40名 総合体育館 2,000円 体を動かしたい人大募集

チビッコスポーツ教室
5月14日～7月16日
毎週金曜日（10回）
10:00～12:00

幼児と親
定員25組 運動公園内 親子で2,000円 親子体操、運動あそびなど

ミニバスケット
ボールコース

5月29日～7月31日
毎週土曜日（10回）
14:00～16:00

小学5・6年生
定員30名 総合体育館 1,000円 ミニバスケットボールの基本からゲーム

までを指導

剣道コース
5月8日～9月25日
毎週土曜日14:00～16:00
毎週木曜日16:00～18:00

小・中学生
定員30名 総合体育館 1,000円 剣道の基本を指導

柔道コース
5月8日～9月25日
毎週土曜日
15:30～17:00

小・中学生
定員30名 総合体育館 1,000円 柔道の基本を指導

サッカー
コース

5月8日～7月10日
毎週土曜日（10回）
14:00～16:00

小学生低学年
定員40名 日詰小学校 1,000円 サッカーの基本からゲームまでを指導

ラージボール卓球
5月11日～7月13日
毎週火曜日（10回）
19:00～21:00

一般
定員20名 総合体育館 2,000円 普通の卓球用ボールより大きく軽いボール

を使用。ラケット貸し出しあり

なぎなた教室
5月8日～9月25日
毎週土曜日
16:00～18:00

小学生以上
定員20名 総合体育館 小・中学生1,000円

一　　 般2,000円 なぎなたの基本を指導

テニス教室
5月9日～7月11日
毎週日曜日（10回）
10:00～12:00

一般
定員50名 テニスコート 2,000円 硬式テニスの基本からゲームまでを指導。

ラケット貸し出しあり。

ナイターテニス教室
5月12日～7月14日
毎週水曜日（10回）
19:00～21:00

一般
定員50名 テニスコート 3,000円 硬式テニスの基本からゲームまでを指導。

ラケット貸し出しあり

水泳教室
5月10日～7月12日
毎週月曜日（10回）
18:30～20:30

一般
定員25名

ラ・フランス温泉
館
現地集合

2,000円
（プール使用料は別途）

水泳の初歩から正しい泳ぎ方まで指導

水中運動教室
5月13日～7月15日
毎週木曜日（10回）
18:30～20:30

一般
定員30名

ラ・フランス温泉
館
現地集合

2,000円
（プール使用料は別途）

水遊びを楽しみながらの運動

ゴルフ教室
5月18日～7月21日
毎週火曜日（10回）
19:00～21:00

一般
定員20名

盛岡市手代森
ゴルフ場

現地集合

3,000円
（ボール代は別途）

初心者を対象とした基本からラウンドまで
を指導

サイクリング教室
5月16日～9月26日の
間の日曜日（8回）
７:00～９:00

小学生以上（小学3
年生以下は保護者
同伴）定員30名

町　内
小・中学生1,000円
一　　 般2,000円
（おやつ代含む）

おやつ付きの町内サイクリング

平成11年度前期紫波町スポーツ教室生徒募集
4月25日（日）午前10時から総合体育館窓口で受付を開始します
教室は初心者・初級者を対象として基本を中心に指導します。申し込みする人は参加料持参の上、総合体育館事務
室に直接おいでください。 問い合わせ先：総合体育館　1676-2650 有線01-3163

ス
ポ
ー
ツ
教
室

レ
デ
ィ
ー
ス

少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
教
室

※参加料には、スポーツ安全保険料が含まれます。
※定員になり次第締め切りますのでお早めに申し込みください。
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「
マ
ス
コ
ミ
の
方

は
社
長
が
杜
氏
と

じ

だ
と

か
、
娘
が
杜
氏
に
な

る
予
定
と
か
で
い
ろ

い
ろ
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
私

に
と
っ
て
は
当
た
り

前
の
話
な
ん
で
す
」

多
く
の
酒
造
会
社

が
杜
氏
を
外
部
か
ら
招
く
こ
と
が
多
い
な
か
、
自
ら

杜
氏
を
務
め
る
横
沢
さ
ん
は
ま
さ
に
「
当
た
り
前
」

の
口
調
で
話
し
出
し
ま
し
た
。「
杜
氏
を
外
部
か
ら

招
け
ば
、
い
つ
の
日
か
杜
氏
が
よ
そ
の
蔵
に
移
る
日

が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
酒
の
味
が
変

わ
り
ま
す
よ
ね
。
け
れ
ど
お
客
さ
ん
に
『
杜
氏
が
変

わ
り
ま
し
た
ん
で
味
も
変
わ
り
ま
し
た
』
な
ん
て
言

え
な
い
で
す
よ
。
こ
れ
は
消
費
者
に
対
し
て
裏
切
り

行
為
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
酒
屋
も
杜
氏
と
い
う
も
の

に
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
で
は
い
け
な
い
。
そ
の
蔵
な
ら

で
は
の
技
術
を
確
立
す
る
よ
う
に
し
た
い
ん
で
す
」

横
沢
さ
ん
は
今
回
の
仕
込
み
で
も
新
た
な
試
み
を

行
っ
た
そ
う
で
す
。
ひ
と
つ
は
コ
メ
の
精
米
を
従
来

よ
り
五
.
削
っ
て
六
五
.
と
し
た
こ
と
（
精
米
率
を

上
げ
る
ほ
ど
い
い
清
酒
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
）、
仕
込
み
タ
ン
ク
の
容
量
を
少
な
く
し
て
、
よ

り
よ
い
管
理
下
に
お
い
た
こ
と
、
そ
し
て
酒
の
味
を

調
節
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
を
三
年
寝
か
せ
た
も
の
を
使

用
し
、
よ
り
ま
ろ
や
か
に
し
た
こ
と
。
こ
の
三
点
を

実
行
し
た
清
酒
は
「
も
ち
ろ
ん
自
信
作
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
嬢
さ
ん
の
お
酒
も
飲
ん
で
み

た
い
で
す
ね
と
い
う
と
「
ま
だ
ま
だ
で
す
よ
。
二
十

四
歳
で
そ
こ
ま
で
技
術
は
高
く
な
り
ま
せ
ん
。
ま
、

い
つ
の
日
に
か
…
で
す
か
ね
」。
達
人
と
い
う
の
は

枯
れ
た
人
の
話
―
―
そ
う
語
っ
た
横
沢
さ
ん
で
し
た

が
、
や
は
り
そ
の
こ
だ
わ
り
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
達
人

で
し
た
。

今回の達人：横沢大造さん
創業明治19年の月の輪酒造店の

店主であり、杜氏としてもその
腕を振るう。店名の由来は、陣
ヶ丘の藤原秀衡の構築した「月
の輪」形の池から名づけられた
もので、作り出す清酒のほとん
どに「月」の文字が付く。

「
達
人
な
ん
て
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
枯
れ
ち
ゃ
い
ま
せ
ん
」
と

い
う
横
沢
さ
ん
は
、
と
き
に
は
月
の
輪
酒
造
店
の
陣
頭
指
揮
を

と
る
社
長
と
し
て
、
そ
し
て
と
き
に
は
酒
造
り
の
設
計
を
務
め

る
杜
氏
と
し
て
、
全
国
の
月
の
輪
フ
ァ
ン
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
今
回
は
そ
の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

創業以来の建物
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次
々
に
映
し
出
さ
れ
る
映
像
は
、
普
段
目
に

し
て
い
る
風
景
の
は
ず
な
の
に
、
改
め
て
紫
波

が
美
し
い
町
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
で
し
た
。

「
き
れ
い
な
ビ
デ
オ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」

「
紫
波
・
21
世
紀
ま
ち
づ
く
り
塾
」
の
塾
長
・

菅
原
一
ま
こ
と

さ
ん
は
、
そ
う
い
い
な
が
ら
穏
や
か
な

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
す
。

「
紫
波
・
21
世
紀
ま
ち
づ
く
り
塾
」
が
企

画
・
制
作
し
た
「
四
季
し

き

彩さ
い

紫
波
　
〜
未
来
へ

の
贈
り
も
の
〜
」
と
い
う
ビ
デ
オ
の
公
開
は
三

月
二
十
日
、
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館

で
開
か
れ
た
「
紫
波
の
美
　
発
見
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
に
二
年
も
の
歳
月

を
費
や
し
た
労
作
は
、「
自
然
が
作
っ
た
美
や

先
人
が
残
し
た
美
的
感
覚
を
二
十
一
世
紀
に
引

き
継
ご
う
」
と
い
う
目
的
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
塾
内
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
「
紫
波
『
美
・
レ
ッ
ジ
探
偵
団
』」
の
皆

さ
ん
。「
現
在
三
十
人
の
塾
生
が
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
特
技
と
か
、
好
き
な
も
の
と

か
で
活
動
内
容
が
違
う
ん
で
す
よ
」
と
、
菅
原

さ
ん
は
い
い
ま
す
。

も
と
も
と
こ
の
塾
が
で
き
た
の
は
、
平
成
三

年
に
農
林
水
産
省
が
全
国
の
農
村
に
呼
び
か
け

た
「
二
十
一
世
紀
む
ら
づ
く
り
塾
」
づ
く
り
運

動
が
始
ま
り
で
し
た
。
当
初
は
町
が
中
心
に
な

っ
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
自
治

体
か
ら
離
れ
、
塾
長
を
先
頭
に
イ
ベ
ン
ト
や
各

地
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
最
初
は
フ
ル
ー
ツ
の
里
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
や

祭
り
へ
の
参
加
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ん
で
す
よ

ね
。
そ
れ
か
ら
恒
例
に
な
っ
た
夢
な
の
か
ウ
ソ

な
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
『
ホ
ラ
吹
き
大
会
』

を
や
っ
た
ん
で
す
。
い
ま
で
は
こ
の
『
ホ
ラ
吹

き
大
会
』
が
自
分
た
ち
の
仲
間
を
つ
く
る
た
め

の
場
に
も
な
っ
て
い
る
ん
で
す
が
」

確
か
に
メ
ン
バ
ー
は
個
性
的
な
人
ば
か
り
。

明
る
く
前
向
き
と
い
う
共
通
点
の
も
と
、「
ホ
ラ

吹
き
大
会
」
で
は
仮
装
仕
立
て
や
講
談
調
な
ど
、

趣
向
を
凝
ら
し
て
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
紫
波
っ
て
本
当
に
い
い
町
だ
と
思
う
ん
で

す
よ
。
気
候
、
人
柄
、
環
境
と
ど
れ
を
と
っ
て

も
ね
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
『
公
開
講
座
』
み

た
い
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
で
す
ね
。
み
ん
な

と
一
緒
に
紫
波
の
こ
と
や
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

勉
強
し
て
い
く
会
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
し
た
と
こ
ろ
に
新
し
く
住
民
と
な
っ
た
人
た

ち
を
巻
き
込
ん
で
、
も
っ
と
お
も
し
ろ
い
町
に

し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
そ
れ
と
今
年
は

ふ
る
さ
と
会
に
も
行

っ
て
み
た
い
で
す

ね
」い

っ
た
い
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
旋
風
を
巻

き
起
こ
し
て
く
れ
る

の
か
‥
‥
楽
し
み
な

サ
ー
ク
ル
で
し
た
。

塾長の菅原一さん

盛況だったビデオ上映会

（株）農村開発リサーチ代表取締役の
田中満さんも応援の講演で会場を盛
り上げた。

紫
波
・
21
世
紀
ま
ち
づ
く
り
塾

二
十
一
世
紀
に
紫
波
の
景
観
を
引
き
継
ぐ
た
め

ビ
デ
オ
ま
で
製
作
し
た
異
色
集
団
。

さ
て
そ
の
活
動
内
容
は
？

13 S H I W A  N E T

「紫波・21世紀まちづくり塾」
への入会方法

年齢制限などはいっさいなし。入
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―
―
サ
ー
ク
ル
結
成
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

菅
原
　
「
実
は
福
島
で
三
年
、
仙
台
で
三
年
す

で
に
こ
の
活
動
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
知
り
合

い
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
本
や

絵
本
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
い
て
か
ら
は
も
う

夢
中
で
し
た
ね
。
大
人
に
も
難
し
い
こ
と
が
、

子
ど
も
の
本
の
な
か
で
は
明
快
に
語
ら
れ
て
い

た
り
、
分
か
り
や
す
く
物
語
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
聞
か
せ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
豊
か
な
心
が
芽
生
え
て

ゆ
く
。
そ
れ
を
実
際
に
自
分
の
子
ど
も
で
体
験

し
た
と
き
、
こ
の
活
動
に
の
め
り
込
ん
で
い
き

ま
し
た
。
紫
波
に
来
て
ま
だ
一
年
ほ
ど
な
ん
で

す
が
、
ど
う
に
も
図
書
館
の
活
動
が
寂
し
い
こ

と
か
ら
仲
間
を
募
っ
て
は
じ
め
た
ん
で
す
」

―
―
現
在
の
「
お
は
な
し
の
森
」
で
は
具
体
的

に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
。

菅
原
　
「
会
員
は
現
在
八
名
。
三
月
十
三
日
に

念
願
の
第
一
回
お
は
な
し
会
を
中
央
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
な
ん
と
親
子
五
十
人
も
集
ま

っ
て
い
た
だ
き
、
グ
リ
ム
童
話
の
素
話
す
ば
な
し

や
紙
芝

居
な
ど
を
お
見
せ
し
ま
し
た
」

―
―
反
響
は
い
か
が
で
し
た
。

菅
原
　
「
最
初
は
や
っ
ぱ
り
と
ま
ど
い
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
ね
。
で
も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、

ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
て
い
く
様
子
が
分
か
る

ん
で
す
」

―
―
と
こ
ろ
で
子
ど
も
に
お
は
な
し
を
聞
か
せ

る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る
ん
で
し

ょ
う
。

菅
原
　
「
一
言
で
表
現
す
れ
ば
『
心
豊
か
な
子

ど
も
が
で
き
る
』
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
。
実

際
私
は
三
人
の
子
ど
も
を
育
て
て
き
ま
し
た

が
、
最
初
の
子
ど
も
の
と
き
に
は
私
自
信
も
子

ど
も
の
本
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
ん
で

す
よ
。
で
も
、
三
人
目
の
と
き
に
は
子
ど
も
の

本
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
い
て
い
ま
し
た
か

ら
、
い
つ
も
読
ん
で
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
あ
あ
、
こ
ん
な
に
違

う
も
の
な
の
か
な
と
感
じ
た
ん
で
す
ね
」

―
―
で
も
、
小
さ
な
子
ど
も
は
ジ
ッ
と
し
て
な

い
で
す
し
、
興
味
の
あ
る
も
の
し
か
見
ま
せ
ん

よ
ね
。

菅
原
　
「
無
理
強
い
し
た
り
、
教
育
だ
と
思
っ

た
ら
ダ
メ
で
し
ょ
う
ね
。
こ
れ
は
親
と
子
が
一

緒
の
世
界
を
共
有
す
る
喜
び
だ
と
思
う
ん
で

す
。
つ
ま
り
そ
れ
は
自
分
が
幸
せ
に
な
る
と
い

う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
親
が
ま
ず
子
ど
も
の

本
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
か
な
い
と
い
け
な
い

で
し
ょ
う
ね
。
普
段
の
会
話
や
テ
レ
ビ
で
は
、
決

し
て
『
○
○
○
と
い
う
こ
と
で
し
た
マ
ル
』
な

ん
て
表
現
は
出
て
こ
な
い
で
す
よ
ね
。
本
に
し

か
な
い
世
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
親
と
子
で

気
づ
い
て
ゆ
け
れ
ば
最
高
だ
と
思
う
ん
で
す
」

―
―
今
後
の
活
動
予
定
と
か
は
決
ま
っ
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
「
こ
れ
か
ら
田
植
え
が
あ
り
ま
す
か
ら

（
笑
）、
そ
れ
が
一
段
落
し
た
五
月
ぐ
ら
い
か
ら

ま
た
お
は
な
し
の
会
を
開
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
先
日
青
森
の
図
書
館
か
ら
た
く
さ
ん
本

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
て
、
お
は
な
し
の
会
の
と
き

に
貸
し
出
し
も
や
っ
て
ゆ
き
た
い
で
す
ね
。
た

だ
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
い
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
貸
し
出
し
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
会
員
も

募
集
中
。『
子
育
て
に
読
み
き
か
せ
を
』『
毎
日

の
な
か
に
お
は
な
し
を
』
を
合
い
言
葉
に
子
ど

も
の
本
や
絵
本
、
子
育
て
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
合
え
る
場
で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
」

絵
本
が
作
る
心
豊
か
な
子
ど
も
、

子
ど
も
に
学
ぶ
心
豊
か
な
生
活

〜
サ
ー
ク
ル
「
お
は
な
し
の
森
」
を
訪
ね
て
〜

子
育
て
と
そ
の
周
辺
か
ら
話
題
や
情
報
を
提
供
す
る
の
が
こ
の
ペ
ー
ジ
。
今
回

は
、
子
ど
も
の
本
や
絵
本
を
通
じ
て
、
子
育
て
支
援
や
情
報
交
換
を
し
て
い
る
サ

ー
ク
ル
「
お
は
な
し
の
森
」
代
表
の
菅
原
和
子
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

い
っ
た
い
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
―
―
熱
意
あ
ふ
れ
る
菅
原
さ
ん
の
お
話

に
は
夢
が
た
く
さ
ん
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
お
は
な
し
の
森
」
参
加
方
法

サ
ー
ク
ル
「
お
は
な
し
の
森
」
は
子
ど
も

の
本
、絵
本
、子
育
て
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と

を
意
見
交
換
す
る
自
由
な
サ
ー
ク
ル
で
す
。

現
在
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味

が
あ
る
、
参
加
し
た
い
と
い
う
人
は
次
の
連

絡
先
へ
問
い
合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

町
中
央
公
民
館

紫
波
町
日
詰
字
丸
森
24
ー
２

1
６
７
２
ー
３
３
７
２

有
線
01
ー
２
９
２
２
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菅原さんおすすめの絵本（上）と
3月23日の第1回おはなし会（左）

菅原さんとお子さんたち



「
ク
モ
マ
グ
サ
」
と
聞
い
て
、

「
あ
あ
、
あ
の
花
」
と
思
い
出

せ
る
人
は
な
か
な
か
の
園
芸

通
。
実
際
に
は
ま
だ
あ
ま
り

市
場
に
出
回
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
赤
沢
の

藤
原
光
子
さ
ん
は
こ
の

花
を
ふ
や
し
、
産
直
セ

ン
タ
ー
に
も
出
し
て
い
ま
す
。

藤
原
さ
ん
に
ク
モ
マ
グ
サ
の
特
徴
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
実
は
私
も
ま
だ
数
年
し
か
育
て
て
い
な
い
品
種
で
す
。
か

れ
ん
な
白
や
ピ
ン
ク
の
花
を
付
け
る
園
芸
用
品
種
で
、
漢
字
で

は
「
雲
間
草
」
と
書
く
ん
で
す
ね
。
こ
の
花
は
、
本
来
高
山
植
物
な
ん
だ

そ
う
で
す
が
い
ま
出
回
っ
て
い
る
の
は
品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
。
で
す
か

ら
庭
に
植
え
れ
ば
徐
々
に
広
が
っ
て
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
と
は
違
っ
た
趣
に
な

り
ま
す
ね
。
た
だ
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
ほ
ど
強
く
は
な
い
の
で
、
は
じ
め
の
う

ち
は
株
が
し
っ
か
り
す
る
よ
う
に
鉢
で
の
栽
培
を
し
た
方
が
無
難
だ
と
思

い
ま
す
。
半
日
陰
で
直
射
日
光
に
あ
て
続
け
な
い
場
所
で
の
栽
培
が
い
い

で
す
ね
。
私
の
場
合
、
冬
の
間
は
サ
ン
ル
ー
ム
に
入
れ
て
お
い
て
春
早
い

う
ち
に
花
を
つ
け
さ
せ
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
五
月
ぐ
ら
い
が
開
花
期
で

す
。
冬
は
一
度
枯
れ
ま
す
が
、
春
に
な
れ
ば
ま
た
新
し
い
芽
が
出
て
き
ま

す
の
で
、
枯
れ
た
と
思
っ
て
も
捨
て
な
い
で
大
事
に
育
て
れ
ば
何
年
も
楽

し
め
ま
す
」

ラ
ン
栽
培
を
は
じ
め
て
二
十
年
以
上
に
な
る
と
い
う
藤
原
さ
ん
は
、
娘
さ

ん
の
同
僚
が
勤
め
る
農
園
か
ら
こ
の
ク
モ
マ
グ
サ
を
分
け
て
い
た
だ
い
た
と

の
こ
と
。
新
し
い
品
種
は
つ
い
育
て
て
み
た
く
な
る
そ
う
で
す
。

「
そ
し
て
冬
に
は
ラ
ン
が
花
を
つ
け
て
く
れ
る
か
ら
と
に
か
く
一
年
中

花
っ
て
楽
し
め
る
の
」
と
花
栽
培
の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ミ
ン
ト
味
と
い
え
ば
、
誰
で
も
思
い
出
す
あ
の
ハ
ッ
カ

の
風
味
―
―
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
は
そ
ん
な
清
涼
感
に
あ
ふ

れ
た
ハ
ー
ブ
で
す
。
今
回
は
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
を
作
っ
て
い

る
佐
比
内
の
石
井
清
蔵
さ
ん
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

「
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
は
基
本
的
に
は
非
常
に
育
て
や
す

い
ハ
ー
ブ
。
た
だ
し
問
題
は
発
芽
で
、
タ
ネ
か
ら
育
て

る
場
合
に
は
こ
こ
が
意
外
に
難
し
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

で
す
か
ら
初
め
て
の
人
に
は
苗
を
購
入
す
る
の
が
お
す

す
め
で
す
ね
。
そ
れ
と
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
は
増
や
し
や
す

い
ハ
ー
ブ
で
も
あ
り
ま
す
。
株
分
け
（
大
き
く
な
っ
た

株
を
い
く
つ
か
に
分
け
増
や
す
方
法
）
し
な
く
て
も
、

根
が
少
し
あ
れ
ば
す
ぐ
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
ん
で
す
。

小
さ
な
花
壇
な
ん
か
に
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
を
植
え
て
し
ま

う
と
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
だ
ら
け
に
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
あ
ま
り
増
や
し
た
く
な
い
な
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
で

育
て
て
も
い
い
で
し
ょ
う
ね
」

実
は
石
井
さ
ん
は
平
成
四
年
に
書
店
を
や
め
て
埼
玉

か
ら
移
住
し
た
と
い
う
経
歴
の
持
ち

主
。
周
り
が
育
て
て
い
な
い
も
の
を
作

っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
こ
の
ハ
ー
ブ
栽

培
を
は
じ
め
た
そ
う
で
す
。

「
現
在
十
数
種
の
ハ
ー
ブ
を
栽
培
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
ミ
ン
ト
は
岩
手
の

寒
さ
に
も
耐
え
ま
す
し
、
多
年
草
で

す
か
ら
毎
年
花
と
味
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
ね
」

石
井
清
蔵
さ
ん
（
佐
比
内
）
に
聞
く

[
食
べ
て
よ
し
、飲
ん
で
よ
し
、風
呂
に
よ
し]

三
拍
子
揃
っ
た
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
栽
培

日
本
人
に
は
な
じ
み
の
薄
そ
う
な
ハ
ー
ブ
で
す
が
、
使
い
方
は
多
様
。
今
回
は
そ
の

な
か
で
も
使
い
勝
手
の
よ
い
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【ペパーミント】シソ科、多年草
《ポイント》
●日当たりがよく湿り気を好む。
●株分けやさし穂で簡単に増やせる。

《利用法》
●熱湯を注ぎ数分おいて飲むハーブティーが
一番。また肉を使った炒め物や魚料理にも。
さらにおすすめがハーブバス。体が温まる
ので冷え性の方には最適

藤
原
光
子
さ
ん
（
赤
沢
）
に
聞
く

シ
バ
ザ
ク
ラ
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
な
い
と
い
う
人
へ

か
れ
ん
な
ク
モ
マ
グ
サ
で
庭
を
彩
る

春
の
庭
先
で
よ
く
見
る
花
が
シ
バ
ザ
ク
ラ
。
一
面
を
花
で
飾
る
魅
力
は
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
少
し
変
わ
っ
た
花
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。
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X場所 運動公園陸上競技場

X参加資格 町内に住んでいる高齢者

X参加料 年間１人600円

X申込み 老人クラブに入っている人

はクラブの会長さんに。入っていな

い人は直接総合体育館へ

X期限 ４月25日（日）

X問合せ 総合体育館1676-2574 有

線01-3163

日　　程

8：30～ 8：50 受付

9：00～ 9：20 開会式

9：20～12：00 競技

11：00～12：00 保健婦による

健康相談

紫波中央駅開業１周年記念
特別列車が運行されます
ＪＲ紫波中央駅の開業１周年を記

念して、次のとおり特別列車が運行

されます。隣近所や友達同士、お誘

い合わせのうえご参加ください。

X期日 ５月25日（火）～26日（水）

X代金 １人26,000円

X募集人員 120人先着締め切り（最

小催行人員80人）

X行程 25日＝紫波中央駅→日詰駅

→一ノ関→気仙沼→浦の浜→亀山→

浦の浜→気仙沼→ホテル

26日＝ホテル→唐桑半島→ビジター

センター→ちば海産→気仙沼→日詰

駅→紫波中央駅

X宿泊 南気仙沼　サンマリン気仙沼

ホテル観洋

X申込み・問合せ ＪＲ日詰駅1672-

2702有線04-6181、びゅうプラザ盛岡

1624-1022

し尿受入業務週休２日制に
紫波、稗貫衛生処理組合のし尿受

入業務は、これまで第１、３土曜日

も行っていましたが、４月以降は完

全週休２日制となります。土曜・日

曜日の受入は行いません。

X問合せ　紫波、稗貫衛生処理組合

1672-2017

あづまね温泉
給湯業務の時間変更
あづまね温泉の給湯業務（家庭向け

温泉販売）は、４月から「午前10：00

～午後７：00」の営業時間となります。

X受付場所 ききょう荘フロント（休

業日=第２、第４火曜日）

X販売料金 100リットルにつき150円

X問合せ ききょう荘1673-7670 有

線02-3330

移動図書館かたくり号
４月の巡回日程
X４月21日（水） 9：10長岡・常川

公民館⇒9：40犬吠森・中市商店裏⇒

10：10遠山・正音寺駐車場⇒13：30赤

沢児童館⇒14：00佐比内牛の頭・福山

さん宅⇒14：15佐比内田屋・藤原商店

⇒14：40佐比内公民館⇒15：10彦部児

童館

X４月22日（木） 9：00犬淵・吉田

商店前⇒9：25平和台病院⇒9：55ＪＡ

本所パーフルパレス⇒10：20キャメル

マート玉山⇒10：45ＪＡ志和支所⇒

13：30中央保育所⇒14：00ＪＲ古館駅

前⇒14：25前郷公民館⇒14：55高水寺

中田・武田さん宅⇒15：15高水寺中

田・佐藤さん宅⇒15：50二日町・巻藤

さん宅

X４月23日（金） 9：00日詰・小野

寺会計事務所⇒9：30日詰・畠山ガソ

リンスタンド⇒10：00勤労青少年ホー

ム⇒10：15役場本庁舎⇒10：45役場分

庁舎⇒13：30 彦部・野上公民館⇒13：

55彦部川前・内村商店前⇒14：20ＪＡ

佐比内支所⇒14：50野村胡堂・あらえ

びす記念館⇒15：10ＪＡ東部支所

X４月26日（月） 9：00上平沢・北

越物産（株）⇒9：30南伝法寺・須川

さん宅⇒10：00南伝法寺・水田さん宅

⇒10：25水分児童館⇒10：45志和古稲

荷神社⇒11：10あづまね温泉ききょう

荘⇒13：30高水寺加藤米穀店⇒13：55

エヌケー紫波⇒14：10志和保育所前⇒

14：35ありんこ文庫⇒14：50山王海土

地改良区⇒15：20あづま幼稚園前

X４月27日（火） 9：00赤石神社参

道⇒9：30橘建設（株）駐車場⇒10：

00山王海鹿妻農業水利事業所駐車場⇒

10：25法務局前⇒13：30稲藤第１公民

館⇒13：55紫波プラム⇒14：15片寄保

育所⇒14：35片寄・漆立公民館⇒15：

05にいやま荘⇒15：25二日町・田中前

児童公園

あらえびす記念館で
レコード・レーベル展開催
胡堂のレコードコレクションから、

特に貴重なものを展示します。

X期間　４月27日（火）～５月30日（日）

X開館時間 午前９：00～午後４：30

X休館日　５月10日、17日、24日

X問合せ 野村胡堂・あらえびす記念

館1672-6896

善意の窓
◆大野晴久さん（日詰）は、現金10万

円を福祉基金に

◆茂木一男さん（神奈川県）は、書

籍183冊を野村胡堂・あらえびす記念

館に

◆職業訓練法人岩手中央職業訓練協

会紫波支部の皆さんは、町内の小・

中学校や保育所、児童館の修繕ボラ

ンティアを

◆紫波塗装工業組合（藤城和範組合

長）の皆さんは、町内の小中学校６

校の黒板を塗装ボランティア

◆平成10年度星山小学校父母一同（田

畑憲子代表）は、物置１棟を同小学

校に

◆富岡廣さん（桜町）は、現金100万

円を福祉基金に

趣味・経験を生かし
創作活動発表の場に
（財）岩手県長寿社会振興財団で

は、「いわてねんりんピック’99シルバ

ー作品展（ねんりんピック’99福井美

術展出品作品選考会）」、「世代・ふれ

あい作品コンテスト」への出品者を

休日当番医 （午前9：00～午後4：00）
5月 2日 県立紫波病院（紫波町桜町） 1676-3311

3日 高橋内科医院（矢巾町又兵ェ新田） 1697-2616

4日 直島医院（紫波町上平沢） 1673-6967

5日 不動診療所（矢巾町室岡） 1697-3137

（P18ヘ続く）
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環境保全審議会委員を募集
町では、町の環境保全について調

査や審議をしていただく環境保全審

議会委員を募集します。

X対象 町内に住んでいるか勤務して

いる20歳以上70歳未満の人

X募集人数 ３人

X応募方法 官製ハガキに、応募した

理由（簡潔に）、住所、氏名、年齢、

職業、電話番号を記入して町生活環

境課に送付

X締切 ５月14日（金）必着

X応募先・問合せ 〒028-3390日詰字

西裏23-1 役場生活環境課環境保全係

1内線157 有線01-8921

４月25日は城山公園へどうぞ
城山さくら＆地酒まつり
桜の名所、城山公園を会場にして、

４月25日（日）「城山さくら＆地酒ま

つり」が開催されます。

町内の造り酒屋４社による地酒や

ワインを味わいながら、見事な桜を

楽しむことができます。

また、イベントも盛りだくさん。

恒例の「のど」自慢やもちまきなど、

特設ステージを中心に、大人から子

供まで一日中楽しめる催しを用意し

ています。

現在地酒・ワイン・焼き鳥などお

つまみがセットされた前売りチケッ

トを発売しています。

前売り券発売中

「地酒+焼き鳥+つまみ」がセット

になったチケットは１枚1,500円。お求

めは、役場企画課観光係（1672-2111

内線325有線01-8891）か、町商工会

（1672-2244有線01-2966）まで

夢ふれあい「赤沢果りん号」運行開始
４月から夢ふれあい「赤沢果りん

号」（福祉バス）の運行が始まりまし

た。運行ルートは往路が午前8：00に

八掛を出発し岩手県立紫波病院前ま

で、帰路が岩手県立紫波病院前を午

後1：00に出発し八掛まで。運行日は

月・火・水・金曜日で、木曜日は従

来どおり「すこやか号」をご利用く

ださい。

日詰16・17区の行政区長さん
日詰16区・17区の行政区長さんが次

のとおり決まりました。（4月1日付け）

◆日詰16区　土橋久忠さん

（紫波中央駅前３丁目　1676-5794）

◆17区　菅原孝一さん

（紫波中央駅前４丁目　1672-5286）

民生児童委員が変わりました
２月23日付けで、民生児童委員の変

更がありました。

◆日詰１・２区　高橋光雄さん

（日詰字石田　1676-2822）

◆日詰12・13区　成海賛子さん

（二日町字南七久保　1676-2067）

青少年ホームで会員募集
勤労青少年ホームでは、次のとお

り、平成11年度の会員を募集していま

す。一度会員登録をすれば気の合っ

た仲間同士、ホームの施設を自由に

使えます。

講座やクラブ活動は多種多様、５

人以上の仲間が集まれば新しいこと

でも始められます。

会員の申し込みは随時受け付けて

いますが、長期講座を受講したい人

は、５月中旬までに申し込みを。

X対象 おおむね30歳くらいまでの働

く青少年で、町内に住んでいるか勤

務している人

X入会金 年会費1,000円

X長期講座 生け花、茶道、英会話、

書道、バドミントン、着付、中国語

X短期講座 ゴルフ、テニス、浴衣着

付、スカイ＆マリンスポーツ、料理、

お菓子づくり、乗馬、水泳、陶芸、

パソコン、スキー、スノーボード、

手品

X申込み・問合せ 町勤労青少年ホー

ム（開館午後１：00～９：00）日詰西

一丁目２-14 1676-2344 有線01-3134

青少年ホームを開放します
勤労青少年ホームでは、ホームの

会員以外でも、クラブやサークル活

動の場として施設の利用ができます。

X利用できる時間 午前10：00～午後

5：00

X対象施設 ホーム内の軽運動場、音

楽室、和室、会議室など

X利用料 無料

X休館日 土・日曜日、祝祭日

X申込方法 青少年ホームに電話、有

線で申込

X申込・問合せ 町勤労青少年ホーム

（日詰西1丁目2-14）1676-2344 有線

01-3134

グラウンドゴルフ
月例会始まります
今年も町教育委員会が主催するグ

ラウンドゴルフ月例会が始まります。

生きがいと健康づくりのため、ふる

ってご参加ください。

X期日 ５月11日、６月１日、７月６

日、８月３日、９月７日、10月５日の

６回。いずれも火曜日

城山さくら＆地酒まつり
４/25日曜日（雨天29日）
イベントあんない

9：00～ 民謡王座決定戦

10：30～ 歌謡のど自慢大会

12：00～ シャイニーメイツ

演奏

12：30～ 地酒まつりセレモニ

ー、お静コンテスト

の発表、地酒各賞の

発表、紫波ひめ隊オ

ンステージ

14：30～ もちまき大会

※このほか、子供ゲ

ーム大会や自然観察

会、風情たっぷりの

野点もあります

紫波町役場1672-2111
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次のとおり募集します。出品作品は

６月17日（木）から20日（日）までの

間、盛岡市内丸の岩手県民会館第

１・第２展示室で展示されます。時

間は午前9：00～午後5：00（最終日は

正午まで）

X出品料 無料

X応募方法 それぞれの出品申込書に

必要事項を記入して同財団に送付

X応募締切 ５月14日（金）必着

X作品の搬入 ６月16日（水）午前

10：00～12：00。宅急便などでの直接

配達も可（費用は応募者負担）

X応募先・問合せ 〒020-0015盛岡市

本町通3-19-1福祉相談センター３階

（財）岩手県長寿社会振興財団事務局

規格推進課1626-0196

●いわてねんりんピック’99

シルバー作品展

X部門 日本画、洋画、彫刻、工芸、書、

写真。規格などは同財団に問合せを

X出品者資格 県内に住んでいる60歳

以上（昭和15年４月１日以前に生まれ

た人）のアマチュア

X出品点数 全部門を通じ１人１点。

応募者により創作された作品で未発

表のもの

Xテーマ 自由

●世代・ふれあい作品コンテスト

Xテーマ 「世代」自分とは別の世代

を題材とした作品や世代間の交流を

感じさせる作品。例えば、孫の写真、

子どもが題材の絵、子ども服、親子

の彫像など

X出品者資格 県内に住んでいる50歳

以上（昭和25年４月１日以前に生まれ

た人）のアマチュア

X出品点数 １人１点。応募者により

創作された作品で未発表のもの。シ

ルバー作品展への出品者も出品可

献血コーナー

～献血ありがとう～

Z３月11日 役場本庁舎200K 3人

400K4人、山王海ダム鹿島・三幸・東

急共同企業体工事事務所200K 8人

400K12人

Z３月15日 日詰商店街駐車場200K2

人400K3人、岩手ニッカン株式会社

200K1人400K8人、東北農政局山王海

鹿妻農業水利事業所200K1人400K2

人、生鮮市場古館店200K4人400K5人

記載例◆会社名：所在＝職種／年齢／人数／基本給（円）／求人No.

◆株式会社東北クロレラライト販売商品・物流管理センター：犬淵＝商品
仕分けスタッフ／18～40／2人／174,000～204,000／2111591

◆有限会社ペイブサービス：日詰＝事務職員／22～35／1人／120,000～
140,000／1417591 工事社員／22～45／3人／156,000～216,000／1418191

◆東北サンミックス株式会社：片寄＝事務職／18～30／1人／164,500／
2156091

◆株式会社カンショク岩手工場：北日詰＝荷役作業員／45～／1人／
106,412／2184491

◆作松建設：犬吠森＝建築大工／25～50／1人／150,000～300,000／2017691

◆有限会社川村造園：山屋＝造園工／18～40／2人／138,000～230,000／
1929991

◆株式会社エルク：佐比内＝営業事務／18～27／1人／130,000～180,000／
1793391

◆株式会社みちのく甚兵衛：上平沢＝事務／18～40／2人／130,000～
180,000／1605391 営業／20～50／5人／150,000～300,000／1785391

◆ジャスコ株式会社マックスバリュー紫波店：北日詰＝商品陳列および製
造／18～50／4人／650～850（パート）／1629191

◆パーマ館髪飛行機（ヘアメイクエステティックタイムカミヒコーキ）：
高水寺＝美容師インターン／19～25／2人／140,000～220,000／1529791

◆有限会社東日本電設：稲藤＝電気工事作業員／35～55／1人／159,000～
209,000／1910991

◆藤林コンクリート工業（株）岩手営業所：犬淵＝営業係／20～30／2人／
155,000～218,000／1633791

◆大同電気工業所：日詰＝電気工事士／18～40／2人／190,000～240,000／
1588291

◆合資会社富岡鉄工所：桜町＝土木、管工事技術者及び見習／18～40／3
人／200,000～350,000／1527991

◆株式会社遠山産業：遠山＝一級土木施工管理技士／20以上／2人／400,000
～500,000／1528491

◆有限会社山田左官工業：北田＝タイル工／18～50／3人／200,000～
300,000／1530591 住宅基礎工事作業員／18～50／2人／200,000～300,000／
1531191

◆橘建設株式会社：桜町＝土木技術者／25～50／2人／200,000～400,000／
1466891

◆株式会社岩手畜産流通センター：犬淵＝食肉製造作業／18～35／1人／
140,000～193,000／1386891

●３月１日から31日まで盛岡公共職業安定所への届出分を掲載
■就業希望者へ 盛岡職安1651-8811への問合せは紹介No.を告げてくださ
い。また事業所へは、職安の紹介状を持参してください
■事業所へ 掲載しているのは盛岡職安へ申し込んでいる企業等です

町 内 の 求 人 情 報

お詫びと訂正
広報紫波3月号において5ページの

「役場の主な仕事を紹介します」の表
で誤りがありました。
生活環境課の係は環境保全係と消

防安全係、福祉係の3係で、表に入
っていた保健係は長寿健康課（保健
センター）に含まれます。
訂正しおわび申し上げます。
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毎日を快適に過ごすため
健康診査は必ず受けましょう
皆さんのお手元に、各地区の保健

推進員を通じて今年１年間の健康診
査に関するカレンダーと各種健診の
通知書が届いていると思います。

今年予定している健診は下表のと
おりです。詳しい日程などはカレン
ダーをご覧ください。カレンダーは
家族みんなの見えるところに貼り、
全員の健康診査計画を立てましょう。

通知書は、家族全員分を一緒に配布
します。年齢や地区で健診内容に違い
がありますので、必ずお確かめくださ
い。なお職場や学校などで健診を受け
ている人や主治医のもとで診療を受
けている人は、必ずしも町で行う健診
を受ける必要はありません。このよう
な人は、通知書を保健推進員さんか、
直接保健センターにお返しください。

健診を受けること
が健康への第一歩

昨年の各種健康診査では比較的多
くの有所見者や、がんなどの発見が
ありました。

生活習慣病といわれる成人病はほ
とんどの場合、自覚症状がないまま
進行します。健診は病気を早期に発
見し、病気をくい止めるために行う
もの。恐れず、日ごろの生活習慣を見
直すためにも、年１回の健診を受け
ましょう。そして結果を正しく受け
止め、自分の健康状態を確認しましょ
う。結果によってはさらに進んだ検
査を受けてください。自分の体の変
化に関心を持つことが大切なのです。

健康診査に関する問合せは、町長
寿健康課（保健センター内）1672-

4522までどうぞ。

種類 対象

結核検診 16歳以上

肺がん検診 40歳以上

循環器検診 35歳以上

胃がん検診 35歳以上

大腸検診 40歳以上

婦人検診 30歳以上

人間ドック 40歳、50歳

平成11年度健康診査

前納・口座振替キャンペーン
国民年金の保険料を前納している

人や、口座振替で納付している人へ
のビッグなプレゼント。次の要件に
該当する人は、国民年金施設のペア
無料宿泊券が抽選で10人に当たりま

す。ぜひご応募ください。なお当選者
の発表は、宿泊券の発送をもってかえ
させていただきます。

X応募要件 平成11年４月中に、1

１年分の保険料の前納をした人「前
納」2口座振替の申込みをした人か

すでに口座振替をしている人「口座
振替」

X施設 国民年金健康センターもり

おか、国民年金保養センターはなまき

X応募方法 官製ハガキに「前納」

または「口座振替」、住所、氏名（フ
リガナ）、生年月日、電話番号、基礎
年金番号、希望施設名を記入して、
県庁国民年金課企画係に郵送

X締め切り ５月15日（土）。当日消

印有効

X宛先 〒020-8570（住所不要）岩

手県国民年金課企画係

保険料の免除制度
国民年金には、世帯に所得がない

ときや災害にあったときなど、どう
しても保険料を納めるのが困難な場
合、保険料が免除される制度があり
ます。免除を受けるには、世帯の所
得状況や、納められない理由を申請
して承認を受ける必要があります。

免除された期間は、年金額を計算
する際、３分の１に減額されます。
しかし10年以内であれば、さかのぼ

って納めることができる追納制度が
あります。

免除申請は、年度毎に申請が必要
です。その際には、納付書と印鑑を持
参して、年金係までおいでください。

■問合せ　町民課年金係1内線146、

147 有線01-8901

昨年９月配置以来、子どもたちや保
護者、先生方の相談に応じるスクール
カウンセラーのもとに多くの人が相談
に訪れています。拠点となっているの
は日詰小学校と紫波第一中学校。この
ほか古館小学校と中学校２校を対象校
としています。
担当は佐藤正恵先生（日詰小学校）、

林靖子先生、高橋昇先生、橋本まり子
先生（以上紫波第一中学校）の４人。ど
の先生も1児童生徒へのカウンセリン
グ、2カウンセリングなどに関する教
職員や保護者に対する助言・援助、3

児童生徒のカウンセリングなどに関す
る情報収集・提供、4そのほか児童生徒
のカウンセリングなどに関し各学校に
おいて適当と認められるもの、という
４つの項目について積極的な取り組み
をしていただいています。
スクールカウンセラーとの相談は予

約が原則です。相談希望の人は配置校
にお問い合せください。相談予約の専
用電話は次のとおりです。

日詰小学校専用電話 1676-6742
紫波第一中学校専用電話 1671-1995

スクールカウンセラーをご紹介します

スクールカウンセラーのみなさん（写真左から橋本さん、高橋さん、林さん、佐藤さん）

紫波町役場1672-2111
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「
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
」
の

中
核
施
設
・
交
流
館
誕
生

町
内
の
特
産
で
あ
る
果
樹
の
付
加

価
値
を
高
め
る
た
め
策
定
さ
れ
た

「
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
構
想
」
の
中
核

施
設
「
紫
波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
交
流

館
」
が
三
月
九
日
に
開
館
し
ま
し
た
。

同
館
は
総
事
業
費
一
億
六
千
八
百

万
円
、
延
べ
床
面
積
は
四
二
三
・
九

八
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
町
の
景
観
に

よ
く
似
合
う
落
ち
着
い
た
木
造
平
屋

建
て
。
道
の
駅
紫
波
、
産
直
セ
ン
タ

ー
あ
か
さ
わ
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

館
内
に
レ
ス
ト
ラ
ン
果
里
か

り

ん
亭
、

物
産
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
地
域
案
内
コ

ー
ナ
ー
、
体
験
交
流
室
で
構
成
さ
れ
、

目
的
に
合
わ
せ
て
自
由
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

果
里
ん
亭
で
は
、
紫
波
牛
、
紫
波

黒
豚
を
使
っ
た
食
事
の
ほ
か
、
テ
ィ

ー
タ
イ
ム
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
売

店
コ
ー
ナ
ー
に
は
産
直
セ
ン
タ
ー
に

は
な
い
加
工
品
や
工
芸
品
が
ず
ら

り
。
町
内
の
行
事
や
見
ど
こ
ろ
を
紹

介
し
て
く
れ
る
の
は
地
域
案
内
セ
ン

タ
ー
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト

の
チ
ラ
シ
も
手
に
入
り
ま
す
。
営
業

時
間
は
九
時
か
ら
二
十
一
時
（
レ
ス

ト
ラ
ン
は
十
一
時
か
ら
二
十
一
時
）。

節
目
を
迎
え
心
新
た
に

町
消
防
団
に
辞
令
交
付

町
消
防
団
（
藤
原
恒
久
団
長
、

五
百
三
十
四
人
）
の
辞
令
交
付
式

が
四
月
一
日
、
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
、
班
長
以
上
の
団
員
百
七
十

一
人
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

藤
原
町
長
が
藤
原
団
長
に
辞
令

を
交
付
。
藤
原
団
長
は
「
三
万
三

千
町
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守

る
た
め
努
力
す
る
」
と
決
意
表
明

し
、
消
防
団
本
部
や
各
分
団
の
幹

部
役
員
に
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

幹
部
役
員
の
任
期
は
、
平
成
十

五
年
三
月
ま
で
の
四
年
。
本
部
の

主
な
役
員
と
各
分
団
長
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

団
長
＝
藤
原
恒
久
　
副
団
長
＝
藤
井

秀
男
、
大
沼
秀
一
　
副
本
部
長
＝
阿

部
悦
尚
、
畠
山
孝
也
、
高
橋
満

ラ
ッ
パ
長
＝
滝
浦
重
美

分
団
長

第
１
分
団
＝
女
鹿
隆
一

第
２
分
団
＝
阿
部
征
一
郎
　
第
３
分

団
＝
坂
本
好
司
　
第
４
分
団
＝
小
田

中
泰
治
　
第
５
分
団
＝
細
川
茂
　
第

６
分
団
＝
熊
谷
正
志
　
第
７
分
団
＝

佐
々
木
万
吉
　
第
８
分
団
＝
高
橋
米

勝
　
第
９
分
団
＝
栃
沢
博
夫
　
第
10

1物産紹介コーナーには町内の特産品がずら

りと並んでいます　234レストランの人気

メニューは紫波牛を石で焼いて食べる石焼定
食。また泡立ちコーヒーもおすすめ　5和風

の落ち着いた外観

5 4

1 2

3

まちで見つけた出来事を写真とともにご紹介します
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分
団
＝
高
橋
正
敏
　
第
11
分
団
＝
内
村

壽
夫
　
第
12
分
団
＝
佐
々
木
壯
一

元
民
生
児
童
委
員
に

厚
生
大
臣
特
別
表
彰

二
十
七
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
民

生
児
童
委
員
と
し
て
活
躍
し
、
昨
年

十
一
月
に
辞
職
し
た
鈴
木
光
子
さ
ん

（
日
詰
）
と
菊
池
容
子
さ
ん
（
二
日

町
）
が
こ
の
ほ
ど
、
厚
生
大
臣
特
別

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
伝
達
式
は
三

月
五
日
、役
場
で
行
わ
れ
、藤
原
町
長

か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね

願
い
こ
め
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流

町
の
西
部
を
流
れ
る
滝
名
川
に
三

月
二
十
一
日
、
子
ど
も
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
サ
ケ
の
稚
魚
約
三
万
匹
が
放

流
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
放
流
は
、
滝

名
川
漁
業
組
合
（
佐
々
木
嘉
一
郎
組

合
長
）
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
七
回
目
を
数
え
ま
す
。

今
回
の
放
流
は
、
志
和
稲
荷
神
社

付
近
と
上
平
沢
の
志
和
橋
下
流
の
二

カ
所
で
行
わ
れ
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
や
父
母
な
ど
約
五
十
人
が
参
加
。

同
組
合
が
用
意
し
た
生
後
五
カ
月
、

体
長
約
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
稚
魚
を
、

持
参
し
た
小
さ
な
バ
ケ
ツ
な
ど
に
移

し
「
元
気
に
帰
っ
て
き
て
ね
」
と
の

願
い
を
込
め
て
、
川
に
放
し
て
い
ま

し
た
。

輝
く
メ
ダ
ル

は
活
躍
の
証

平
成
十
年
度
児
童
・
生
徒
顕
彰
メ

ダ
ル
授
与
式
が
三
月
十
七
日
、
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、
芸
術
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
二

十
六
人
に
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
の

分
野
で
県
規
模
以
上
の
大
会
な
ど
で

三
位
以
上
に
入
賞
、
あ
る
い
は
表
彰

を
受
け
た
小
中
学
生
。
各
学
校
の
校

長
が
内
申
し
、
教
育
委
員
会
で
審
査

さ
れ
、
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
高
橋
教
育
長
が
受
賞
者

一
人
ひ
と
り
の
首
に
メ
ダ
ル
を
か
け

「
皆
さ
ん
の
活
躍
は
私
た
ち
に
希
望

や
夢
、
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。
今

後
も
一
層
励
ん
で
自
分
の
心
に
自
信

と
激
励
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

◆
三
上
貴
彦
（
古
館
小
六
年
）
◆
藤

澤
唯
（
同
四
年
）
◆
斎
藤
聖
子
（
同

五
年
）
◆
牧
野
佳
奈
（
赤
石
小
五
年
）

◆
高
橋
育
美
（
同
三
年
）
◆
高
橋
梓

（
片
寄
小
二
年
）
◆
中
村
夏
実
（
赤
沢

小
六
年
）
◆
木
戸
稲
穂
（
同
二
年
）

◆
加
藤
僚
（
紫
波
一
中
二
年
）
◆
佐

藤
雄
（
同
三
年
）
◆
三
浦
哲
也
（
同

三
年
）
◆
米
澤
彰
吾
（
同
三
年
）
◆

澤
口
か
え
で
（
同
一
年
）
◆
澤
口
慶

太
（
同
三
年
）
◆
石
田
絢
子
（
同
三

年
）
◆
菅
原
直
子
（
同
一
年
）
◆
滝

村
朋
子
（
同
三
年
）
◆
小
田
中
千
絵

（
同
三
年
）
◆
滝
澤
愛
美
（
同
三
年
）

◆
咲
山
壮
平
（
同
一
年
）
◆
長
谷
川

清
勝
（
同
三
年
）
◆
作
山
洋
一
（
紫

波
二
中
一
年
）
◆
阿
部
育
恵
（
同
一

年
）
◆
本
間
愛
実
（
同
一
年
）
◆
森

田
浩
平
（
同
三
年
）
◆
中
村
亜
希
子

（
同
三
年
）

溶
接
技
術
を
伝
え
る
た
め
に

阿
部
正
泰
さ
ん
、
ラ
オ
ス
へ

青
年
海
外
協
力
隊
の
平
成
十
年
度

第
三
次
隊
員
と
し
て
、
町
出
身
の
阿

部
正
泰
ま
さ
ひ
ろ

さ
ん
（
日
詰
、
二
十
五
歳
）
が

ラ
オ
ス
に
派
遣
さ
れ
、
現
地
で
二
年

間
溶
接
技
術
を
教
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

埼
玉
県
の
小
岩
井
乳
業
（
株
）
東

京
工
場
で
溶
接
の
仕
事
に
就
い
て
い

た
阿
部
さ
ん
は
、
隊
員
の
募
集
広
告

を
見
て
「
若
い
う
ち
に
や
れ
る
こ
と

を
や
っ
て
お
き
た
い
」
と
決
意
し
応

募
。
公
用
語
の
ラ
オ
語
を
中
心
に
、

約
二
カ
月
間
研
修
を
積
み
ま
し
た
。

三
月
二
十
九
日
に
は
、
藤
原
町
長

を
表
敬
訪
問
。
阿
部
さ
ん
が
出
発
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
と
、
町
長
は
「
健

康
に
気
を
つ
け
て
元
気
で
帰
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

「
当
面
は
言
葉
を
覚
え
る
こ
と
が

課
題
。
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
み
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。
阿
部
さ
ん
は
四
月
七
日
、
現

地
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

美
し
い
環
境
づ
く
り
担
う

「
か
た
く
り
の
里
」
完
成

快
適
で
美
し
い
農
村
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
工
事
を
進
め
て
き
た

彦
部
・
大
巻
地
区
の
廃
水
処
理
施
設

「
か
た
く
り
の
里
」
が
完
成
し
、
三
月

十
日
に
通
水
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
二
百

二
十
八
戸
、
人
口
千
百
九
十
人
を
抱

え
る
彦
部
・
大
巻
地
区
の
汚
水
が
処

理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

式
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
藤

原
町
長
が
通
水
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

会
場
に
集
ま
っ
た
関
係
者
か
ら
大
き

な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。



氏
　
　
名
　
（
住
　
所
）

届
出
人

藤
尾
　
理
菜
り

な

（
片
　
寄
）

正
　
宏

横
沢
　
　
響
ひ
び
き

（
栃
　
内
）

勤
　

片
桐
　
　
柊
し
ゅ
う

（
北
日
詰
）

雅
　
仁

東
山
　
佳
永
か

な

（
二
日
町
）

恵
　
生

田
村
　
美
穂
み

ほ

（
紫
　
野
）

信
　
男

高
橋
稀
沙
羅

き

さ

ら

（
高
水
寺
）

伸
　
成

千
葉
　
大
誠
た
い
せ
い

（
中
　
島
）

睦
　
史

山
本
　
晴
登
は
る
と

（
日
　
詰
）

達
　
也

加
藤
　
祐
美
ゆ

み

（
高
水
寺
）

泰
　
樹

高
橋
　
拓
海
た
く
み

（
日
　
詰
）

克
　
行

藤
井
　
寧
々
ね

ね

（
佐
比
内
）

博
　

田
面
山
　
桜
さ
く
ら

（
佐
比
内
）

道
　

細
田
　
　
明
あ
き
ら

（
稲
　
藤
）

永
　

坂
本
　
篤
彦
あ
つ
ひ
こ

（
北
日
詰
）

宅
　
也

吉
田
　
梨
亜
り
の
あ

（
赤
　
沢
）

順
　

高
橋
　
遥
平
よ
う
へ
い

（
北
日
詰
）

精
　

松
田
　
　
響
ひ
び
き

（
犬
　
淵
）

貴
　
栄

野
村
　
裕
美
ゆ

み

（
大
　
巻
）

裕
　
一

森
田
　
万
智
ま

ち

（
東
長
岡
）

英
　
仁

平
野
　
桃
果
も
も
か

（
桜
　
町
）

健
　
二

中
島
彩
理
沙

あ

り

さ

（
二
日
町
）

一
　
彦

氏
　
　
名
　
（
住
　
所
）

父
　
母

佐
々
木
和
成
　
（
北
日
詰
）

與
　
一

菊
池
サ
オ
リ
　
（
東
和
町
）

一
　
男

細
川
　
哲
也
　
（
日
　
詰
）

功
　

赤
坂
　
幸
江
　
（
青
森
県
）

安
　
美

鈴
木
　
裕
治
　
（
花
巻
市
）

孝
四
郎

花
篭
ひ
と
み
　
（
彦
　
部
）

勝
　
久

引
木
　
英
美
　
（
二
日
町
）

義
　
雄

富
山
美
栄
子
　
（
東
和
町
）

吉
　
夫

新
里
　
祐
之
　
（
稲
　
藤
）

哲
　
之

石
橋
　
明
美
　
（
大
迫
町
）

康
　
市

池
田
　
芳
弘
　
（
盛
岡
市
）

利
喜
男

上
屋
敷
　
薫
　
（
中
　
島
）

茂

氏
　
名
　
年
齢
（
住
　
所
）
届
出
人

阿
部
　
克
博
　
49
（
北
日
詰
）
由
利
子

浅
沼
　
清
見
　
76
（
小
屋
敷
）
久
　
夫

阿
部
　
ソ
ノ
　
77
（
桜
　
町
）
義
　
美

高
橋
ハ
ル
ノ
　
82
（
高
水
寺
）
倉
　
吉

日
下
ト
ク
エ
　
89
（
犬
吠
森
）
マ
サ
子

小
田
中
　
淳
　
68
（
上
平
沢
）
保
　
信

佐
々
木
榮
治
　
74
（
平
　
沢
）
俊
　
彦

佐
藤
　
義
美
　
38
（
日
　
詰
）
民
　
治

松
岡
キ
ク
ヰ
　
85
（
片
　
寄
）

實
　

半
田
　
ミ
ヤ
　
84
（
山
　
屋
）
勝
　
雄

星
川
　
和
博
　
45
（
二
日
町
）
直
四
郎

足
澤
三
之
介
　
94
（
桜
　
町
）
輝
　
夫

古
澤
フ
ミ
ヨ
　
68
（
遠
　
山
）
和
　
久

加
藤
　
　
榮
　
72
（
高
水
寺
）
恵
　
栄

工
藤
　
　
　
　
81
（
紫
　
野
）
泰
　
三

冨
山
　
英
韶
　
81
（
北
日
詰
）
茂
　
貴

荒
木
田
勝
男
　
69
（
北
日
詰
）
光
　
子

近
藤
善
次
郎
　
87
（
上
平
沢
）
光
　
宏

佐
藤
　
　
昇
　
81
（
大
　
巻
）

斎
　

冨
山
岩
太
郎
　
89
（
赤
　
沢
）
勝
　
義

本
間
幸
次
郎
　
73
（
日
　
詰
）
正
　
幸

紫波ネット 22

秀
逸
　
菩
提
寺
の
銀
杏
芽
吹
き
や
空
の
青

（
上
平
沢
）
斎
藤
　
静
子

評

春
が
訪
れ
、
草
木
の
芽
が
吹
き
始
め
る
。

こ
の
句
は
よ
く
晴
れ
渡
っ
た
空
に
伸
び
る
寺
の

境
内
の
銀
杏
大
樹
を
詠
ん
だ
の
が
よ
い
。

佳
作

木
の
芽
晴
合
格
告
ぐ
る
電
話
あ
り

（
犬
吠
森
）
小
野
寺
礼
子

佳
作

芽
木
の
香
や
遥
か
御
嶽
お
ん
た
け

薄
曇
り

（
南
伝
法
寺
）
熊
谷
や
え
の

入
選

倒
木
も
芽
吹
く
や
生
命
い
と
ほ
し
む

（
平
　
沢
）
藤
尾
　
艶
子

入
選

合
格
を
祝
ひ
木
の
芽
の
綻
ほ
こ
ろ
び
て

（
犬
吠
森
）
加
藤
　
ア
イ

入
選

木
の
芽
吹
き
少
年
ペ
タ
ル
強
く
踏
み

（
東
長
岡
）
稲
垣
　
恵
香

入
選

よ
ろ
ず
屋
の
角
を
曲
り
て
木
の
芽
寺

（
南
伝
法
寺
）
兼
平
よ
し
え

入
選

木
の
芽
ふ
き
ラ
ン
ド
セ
ル
光
り
白
い

く
つ
（
片
寄
小
四
年
）
畠
山
　
知
代

入
選

芽
吹
山
離
れ
て
し
き
り
花
粉
舞
う

（
土
　
舘
）
畠
山
　
敦
子

入
選

早
起
き
の
ひ
と
り
散
歩
や
木
の
芽
道

（
犬
　
淵
）
佐
藤
　
昭
吉

入
選

日
の
さ
し
て
木
の
芽
の
眠
り
覚
ま
し

け
り
　
（
中
　
島
）

山
崎
　
將
美

題
　
五
月
＝
蝶
　
六
月
＝
植
田

特
選
　
競
り
に
か
か
る
仔
牛
の
値
あ
た
ひ
示
さ
れ
し

電
光
板
に
視
線
が
そ
そ
ぐ

（
上
平
沢
）
浅
沼
　
久
夫

評

競
り
に
か
け
ら
れ
た
仔
牛
の
値
段
が
電
光

板
に
表
示
さ
れ
る
と
、
集
ま
っ
て
い
る
人
達
の

眼
が
一
斉
に
注
ぐ
市
場
の
様
子
を
歌
っ
た
一
首
。

秀
逸

こ
の
冬
に
別
れ
を
告
ぐ
る
如
く
に
も

く
く
と
鳴
き
ゆ
く
白
鳥
送
る

（
中
　
島
）
山
崎
　
將
美

評

三
月
半
ば
か
ら
下
旬
に
か
け
て
白
鳥
の
帰

っ
て
ゆ
く
光
景
に
し
ば
し
ば
会
う
。
作
者
は
、

白
鳥
を
送
り
な
が
ら
逝
く
冬
の
感
慨
が
あ
っ
て

の
一
首
。

佳
作

菜
の
花
を
ゆ
で
ゐ
る
匂
ひ
し
て
く
る

と
老
夫
の
声
は
づ
み
て
聞
こ
ゆ

（
土
　
館
）
畠
山
　
敦
子

佳
作

昨
夜
き

ぞ

の
雷
皆
が
語
れ
ど
眼
薬
に
た
よ

り
し
我
は
知
ら
ず
に
ゐ
た
り

（
佐
比
内
）
高
橋
　
順
子

佳
作

親
戚
に
病
気
に
臥
し
ゐ
る
人
あ
れ
ば

話
鳴
る
た
び
こ
こ
ろ
の
騒
ぐ

（
稲
　
藤
）
細
田
ま
こ
と

特
選
　
着
地
点
ふ
ん
わ
り
だ
か
ら
ジ
ャ
ン
プ

す
る
　
　
（
上
平
沢
）
生
内
ア
イ
子

評

心
の
動
き
が
見
え
る
。

秀
逸

自
分
に
負
け
て
は
な
ら
ぬ
ジ
ャ
ン
プ

台
　
　
　
（
日
　
詰
）
葛
岡
ヒ
デ
子

秀
逸

エ
ッ
ジ
ャ
ン
プ
お
望
み
で
す
か
カ
メ

さ
ん
も
　
（
日
　
詰
）
畠
山
　
軍
子

秀
逸

ジ
ャ
ン
プ
し
て
も
痒か
ゆ

い
と
こ
ろ
に
届

か
な
い
（
南
伝
法
寺
）
細
川
　
清
一

佳
作

春
耕
へ
バ
ネ
と
な
る
足
鍛
え
お
く

（
片
　
寄
）
畠
山
　
勇
子

佳
作

春
う
ら
ら
ジ
ャ
ン
プ
の
魚
は
狙
わ
れ

る
　
　
　
（
日
　
詰
）
内
川
　
茂
子

佳
作

ジ
ャ
ン
プ
し
て
あ
の
娘
に
そ
っ
と
キ

ス
を
し
て
（
犬
　
淵
）
佐
藤
　
昭
吉

佳
作

ジ
ャ
ン
プ
の
機
伺
っ
て
い
る
蟻
で
あ

る
　
　
　
（
日
　
詰
）
森
田
　
嗣
子

佳
作

夢
の
中
イ
ル
カ
に
な
っ
て
ジ
ャ
ン
プ

し
た
　
　
（
土
　
館
）
畠
山
　
敦
子

佳
作

ジ
ャ
ン
プ
し
て
不
況
の
風
に
泣
く
バ

ン
ク
　
　
（
稲
　
藤
）
細
田
ま
こ
と

佳
作

ジ
ャ
ン
プ
し
た
頃
の
若
さ
に
戻
り
た

い
　
　
（
南
伝
法
寺
）
高
橋
　
ス
ミ

題
　
五
月
＝
風
　
六
月
＝
足た

す

人口の動き
◆平成11年３月31日現在（前月比）◆
人　口 33,130人（＋72人）
男 15,921人（＋ 2人）
女 17,209人（＋70人）
世　帯 9,187世帯（＋40世帯）
●１年前は（今年との差：増分）
人　口 32,646人（484人）
男 15,712人（209人）
女 16,934人（275人）
世　帯 8,915世帯（272世帯）

短
　
歌
【
菅
原
照
子
・
選
】

川
　
柳
【
熊
谷
岳
朗
・
選
】

俳
　
句
【
吉
田
一
路
・
選
】

お
誕
生

お
め
で
と
う

ご
結
婚

お
め
で
と
う

お
く
や
み

申
上
げ
ま
す

平
成
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
受
け
付
け
分
か
ら
、

町
に
住
所
の
あ
る
人
を
届
け
出
の
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

あなたの作品をお寄せ下さい。毎月20日までにハガキで役場広報まで。



岩
手
県
警
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
中
野
さ
ん
が

蟠
龍
寺
住
職
と
な
っ
て
か
ら
、
毎
日
欠
か
さ
ぬ

日
課
が
近
く
の
土
手
の
散
歩
。
遠
く
に
岩
手
山
、

近
く
に
は
城
山
が
見
え
る
好
環
境
で
あ
り
、
気

持
ち
の
よ
い
コ
ー
ス
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
道
沿
い
に
は
心
な
い
人
た
ち
が
捨
て

た
ご
み
も
多
く
、
せ
っ
か
く
の
景
色
も
だ
い
な

し
に
。

こ
の
道
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た

の
は
、
早
池
峰
山
登
山
で
出
会
っ
た
一
人
の
青

年
が
き
っ
か
け
。
そ
の
青
年
は
「
山
が
好
き
だ

か
ら
山
へ
の
恩
返
し
の
た
め
」
だ
け
に
登
山
を

し
て
ご
み
を
拾
い
、
自
ら
の
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ

て
い
ま
し
た
。
中
野
さ
ん
も
好
き
な
散
歩
道
を

き
れ
い
に
し
よ
う
と
家
族
総
出
で
こ
の
道
の
清

掃
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
に
対
し
、
徐
々

に
問
題
意
識
を
持
ち
始
め
た
平
成
五
年
夏
、
自

宅
に
や
っ
て
き
た
の
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
ト
リ
バ

ー
の
モ
モ
子
。
モ
モ
子
も
朝
の
散
歩
に
加
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
日
課
と
な
っ
た
散
歩
途
中
の
ご
み

拾
い
を
し
よ
う
と
し
て
誤
っ
て
川
に
落
ち
た
と

き
、
か
わ
り
に
拾
っ
て
く
れ
た
の
が
モ
モ
子
。

わ
ず
か
生
後
六
カ
月
の
と
き
で
し
た
が
、
一
人

で
し
て
い
た
ご
み
拾
い
に
、
も
う
一
匹
の
仲
間

が
で
き
ま
し
た
。
ご
み
を
見
つ
け
る
と
モ
モ
子

は
必
ず
拾
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
け
な
げ
な
姿
を
見
た
中
野
さ
ん
が
「
ご

み
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」
の
請
願
書
を
提
出
し

た
の
が
平
成
七
年
八
月
。
愛
犬
・
モ
モ
子
の
見

事
な
サ
ポ
ー
ト
と
中
野
さ
ん
の
意
志
が
今
年
結

実
し
ま
し
た
。
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犬
も
歩
け
ば
ご
み
に
当
た
る

〜
愛
犬
・
モ
モ
子
と
の
散
歩
か
ら
生
ま
れ
た
「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
」
〜

ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
ト
リ
バ
ー
と「
紫
波
町
ご
み
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」。一
見
す
る
と
何
の
関
係
も

な
さ
そ
う
で
す
が
、
実
は
ふ
た
つ
に
は
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
三
月
二
十
二
日
に
開
か
れ

た
「
ご
み
問
題
を
考
え
る
集
い
〜
ご
み
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
施
行
元
年
に
あ
た
っ
て
〜
」
で
は
、

そ
の
経
緯
と
条
例
誕
生
秘
話
が
蟠
龍
寺

ば
ん
り
ゅ
う
じ

住
職
、
中
野
英
明
さ
ん
の
講
演
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ごみポイ捨て監視員の皆さんです
任期：平成11年４月１日～平成13年３月31日

（敬称略）

日　詰 村上　昭三 桜町字下川原 1672-4008

似里　健三 日詰字七久保 1676-3749

古　館 中野　英明 高水寺字向畑 1676-2366

細川　正雄 中島字前郷 1672-3619

水　分 松崎　憲子 小屋敷字京田 1673-6299

須川　弘朗 下松本字曽利目 1673-7514

上平沢 工藤　陶三郎 稲藤字升形 1673-7118

吉田　昭雄 上平沢字馬場 1673-6154

片　寄 藤尾　孝太郎 土館字沖田 1673-7147

岡本　　実 片寄字鶉森 1673-7242

赤　石 高橋　満征 平沢字境田 1676-3175

佐藤　　皚 南日詰字蔭沼 1672-3855

彦　部 佐藤　嘉吉 彦部字久保 1672-3021

塚田　孝子 犬吠森字境 1676-4137

佐比内 中田　公司 佐比内字芳沢 1674-2055

菅原　利夫 佐比内字田屋 1674-2170

赤　沢 石亀　孝文 遠山字上小深田 1672-2398

藤原　利男 赤沢字牛ヶ馬場 1672-2793

長　岡 佐々木　壯一 栃内字栃内 1696-4722

阿部　裕悦 北田字大地田 1672-4726

環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
に
関
し
て
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
を
実

践
す
る
サ
ー
ク
ル
、
ま
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
地
区
や
企
業
な
ど
、
身
近
な

エ
コ
ロ
ジ
ー
＆
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
紫
波
ネ
ッ
ト
「
一
番
身
近
な
リ
サ
イ
ク
ル
＆

エ
コ
ロ
ジ
ー
」
係
　
〒
０
２
８
―

３
３
９
０
　
紫

波
町
日
詰
字
西
裏
23
番
地
１

蟠龍寺住職中野さんの興味深い講演

海外の環境の現状を報告する講演も

優良ごみ集積所の表彰は7地区に

手を洗った後にペーパータオルや温風乾燥
機を使わないように、ハンカチを持ち歩き
ましょう。

地球温暖化防止のため



編
集
後
記

◆
今
回
の
人
事
異
動
で
、
広
報

担
当
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
二
年
間
の
短
い
間
で

し
た
が
、
取
材
な
ど
を
通
じ
て
、

私
自
身
い
ろ
ん
な
勉
強
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
深
く
感

謝
し
ま
す
。

（
佐
藤
）

◆
長
い
間
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

て
き
た
「
広
報
し
わ
」
も
二
十
一

世
紀
に
向
け
て
人
と
地
域
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
視
点
を
向
け
た

「
紫
波
ネ
ッ
ト
」
へ
と
一
足
早
く

衣
替
え
し
ま
す
。
情
報
の
質
の

向
上
と
と
も
に
、
役
場
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
広
報
誌
に
一
本
化

す
る
こ
と
で
、
紙
の
使
用
量
を

減
ら
し
て
い
く
と
か
、一
〇
〇
パ

ー
セ
ン
ト
リ
サ
イ
ク
ル
紙
へ
の

切
り
替
え
に
よ
る
資
源
循
環
型

社
会
へ
の
対
応
と
か
、
新
た
な

る
試
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
四
月
か
ら
、
女
性
記
者
が

誕
生
。
地
域
か
ら
の
情
報
に
敏

感
で
、
女
性
の
立
場
に
立
っ
た
誌

面
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ

か
ら
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
お
邪

魔
し
ま
す
。
温
か
い
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
小
田
島
）

滝
名
川
渓
流
で

子
ど
も
に
か
え
る

志
和
稲
荷
神
社
を
右
手
に
眺
め
な
が
ら
、

緩
い
坂
道
の
途
中
か
ら
滝
名
川
の
河
原
に
降

り
た
。
そ
こ
に
は
時
代
を
感
じ
る
つ
り
橋
が

か
か
っ
て
い
て
、
川
を
渡
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
か
つ
て
は
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
懐

か
し
い
風
景
だ
。
不
安
定
な
橋
を
簡
単
に
渡

り
き
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
子
ど
も
の
こ

ろ
を
思
い
だ
し
歩
を
進
め
る
。
け
れ
ど
体
重

は
か
つ
て
の
倍
以
上
、
運
動
神
経
は
二
分
の

一
に
お
と
ろ
え
て
い
る
体
は
、
容
易
に
橋
を

渡
ら
せ
て
は
く
れ
な
い
。
こ
わ
ご
わ
渡
り
き

る
と
四
月
最
初
だ
と
い
う
の
に
残
雪
が
あ
ち

こ
ち
に
見
え
た
。
も
う
少
し
暖
か
く
な
り
、

水
も
温
む
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
大
事
な
人
を

連
れ
て
、
も
う
一
度
来
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ

の
時
に
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
同
様
、
大
き
な

お
に
ぎ
り
の
弁
当
を
持
っ
て
。

山王海ダム 

志和稲荷温泉 

滝名川撮影地 

これ以後 
土砂崩れのため 
通行止め 

紫波IC

東
北
自
動
車
道
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